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こ
こ
十
年
ば
か
り
の
間
に
顕
著
と
な
っ
て
き
た
労
働
立
法
の
動
向
の
一
つ
と
し
て
、
雇
用
も
含
め
た
労
働
者
保
護
法
上
の
使
用
者
の
義

務
の
集
団
化
、
あ
る
い
は
使
用
者
の
集
団
に
対
す
る
新
た
な
義
務
な
い
し
査
任
の
創
設
を
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
い
っ
て
も
こ
れ

最
近
の
労
働
立
法
に
お
け
る
若
干
の
動
向
に
つ
い
て
③

最
近
の
労
働
立
法
に
お
け
る
若
干
の
動
向
に
つ
い
て
③

は
じ
め
に

一
勤
労
者
財
産
形
成
促
進
法
の
原
理

二
労
災
保
険
法
に
お
け
る
動
向

ｌ
通
勤
災
害
保
障
制
度
を
中
心
に
し
て
Ｉ
（
以
上
二
三
巻
三
・
四
号
）

三
失
業
保
障
の
雇
用
保
障
化
動
向

ｌ
雇
用
曝
険
法
の
原
理
と
構
造
に
つ
い
て
Ｉ
（
二
四
巻
三
号
）

四
使
用
者
の
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団
武
任
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向
（
本
号
）

〔
｜
〕
は
じ
め
に

目
次

ｌ
使
用
者
の
集
団
責
任
化
動
向
Ｉ

高
藤
昭



最
近
の
労
働
立
法
に
お
け
る
若
干
の
動
向
に
つ
い
て
③

一一

は
必
ず
し
も
新
し
い
も
の
で
は
な
い
。
古
く
か
ら
存
在
す
る
も
の
と
し
て
労
災
保
険
が
あ
る
。
私
見
で
は
こ
の
労
災
保
険
は
、
わ
が
国
で

は
昭
和
三
五
年
の
法
改
正
以
後
、
社
会
保
障
化
の
方
向
が
と
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
の
段
階
に
お
い
て
も
使
用
者
の
特
殊
Ⅱ
労

（
１
）
 

働
法
的
な
集
団
責
任
原
理
に
立
脚
し
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
責
任
の
保
険
化
は
そ
れ
自
体
責
任
を
社
会
化
し
、
個
別
責
任
と
は
異
質
な

も
の
を
創
出
す
る
の
で
あ
る
が
、
後
に
詳
述
す
る
ご
と
く
、
労
災
保
険
で
は
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
事
業
別
の
か
た
ち
で
、
個
点
の
事
業

（Ｄ】）

場
の
災
害
率
に
は
対
応
し
な
い
費
用
の
集
団
的
負
担
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
段
近
の
立
法
の
動
向
は
こ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
顕
著
な
も
の
と
し
て
、
昭
和
四
九
年
制
定
の
雇
用
保
険
法
に
お
け
る
全
事
業
主

負
担
に
よ
る
四
事
業
制
度
、
五
一
年
の
、
全
事
業
主
負
担
の
納
付
金
を
財
源
と
す
る
未
払
賃
金
の
立
替
払
制
度
を
創
設
し
た
賃
金
の
支
払

の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
賃
金
支
払
確
保
法
」
と
略
称
）
、
ま
た
同
年
の
身
体
障
害
者
雇
用
促
進
法
の
改
正
に
よ
る
全
事
業
主
か

ら
の
納
付
金
を
財
源
と
す
る
身
体
障
害
者
雇
用
調
整
金
制
度
創
設
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
集
団
的
使
用
者
責
任
と
も
い
う
べ
き
も
の
の
続
出
を
前
に
し
て
、
一
体
こ
れ
は
労
働
法
上
い
か
な
る
意
味
を
も
つ
も
の

か
、
ま
た
労
働
法
原
理
に
て
ら
し
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
る
べ
き
も
の
か
、
さ
ら
に
そ
の
本
質
は
な
に
か
、
な
ど
の
関
心
を
そ

そ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
小
論
で
は
労
災
保
険
の
場
合
も
含
め
て
、
右
に
あ
げ
た
法
制
を
逐
一
検
討
し
、
こ
れ
ら
の
問
題
を

考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
な
お
、
雇
用
保
険
法
上
の
四
事
業
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
第
一
一
一
節
で
扱
い
（
本
誌
二
四
巻
三
号
、
当
時
は

「
三
事
業
」
で
あ
っ
た
。
）
、
若
干
の
考
察
を
加
え
た
が
、
そ
れ
は
四
事
業
に
つ
い
て
、
と
く
に
本
来
的
国
家
雇
用
保
険
事
業
と
の
関
連
で

の
労
働
法
上
の
意
義
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
若
干
の
重
複
は
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
他
の
事
業
主
の
集
団
責
任
化
現
象
と

一
体
の
も
の
と
し
て
把
え
、
労
働
法
全
体
の
よ
り
広
い
立
場
か
ら
も
う
一
度
掴
下
げ
る
こ
と
と
す
る
次
第
で
あ
る
。



１
労
災
保
険

戦
後
制
定
さ
れ
た
労
災
保
険
は
、
そ
の
財
政
方
式
と
し
て
は
、
あ
る
年
度
に
裁
定
さ
れ
た
補
償
給
付
に
要
す
る
（
次
年
度
以
降
に
わ
た

（
１
）
 

ろ
）
す
べ
て
の
費
用
を
そ
の
年
度
に
賦
課
徴
収
す
る
、
い
わ
ゆ
る
充
足
賦
課
方
式
が
と
ら
れ
て
き
た
。
こ
れ
は
、
の
ち
に
給
付
が
年
金
化

さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
維
持
に
困
難
を
き
た
す
こ
と
に
な
る
が
、
と
も
か
く
も
、
そ
の
と
き
発
生
し
た
災
害
補
償
費
を
、
そ
れ
を
発

生
せ
し
め
た
使
用
者
に
負
担
さ
せ
る
と
い
う
意
味
で
は
、
個
別
使
用
者
責
任
制
（
労
災
保
険
は
そ
の
手
段
）
の
趣
旨
に
も
っ
と
も
適
合
的

（
２
）
 

な
財
政
方
式
で
あ
っ
た
。
し
か
し
重
要
な
こ
と
は
、
そ
の
負
担
は
そ
の
災
害
を
発
生
せ
し
め
た
使
用
者
の
単
独
負
担
で
は
な
く
、
そ
の
と

き
存
在
し
た
、
災
害
に
か
か
わ
り
の
な
い
全
使
用
者
に
賦
課
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
で
は
も
は
や
個
別
責
任
制
の
趣
旨
は
完
全
に

最
近
の
労
働
立
法
に
お
け
る
若
干
の
動
向
に
つ
い
て
③

一一一

（
陸
）

（
１
）
伊
沢
「
責
任
保
険
の
発
展
と
そ
の
止
揚
』
（
我
妻
還
歴
記
念
、
中
巻
）
五
五
八
頁
以
下
、
加
藤
「
不
法
行
為
」
（
増
補
版
、
法
律
学
全
集
）
四
○

（
２
）
わ
が
国
の
労
災
保
険
制
度
発
展
の
過
程
に
お
い
て
私
が
社
会
保
障
化
と
と
ら
え
て
い
る
現
象
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
使
用
者
責
任
の
集
団
責
任
化

と
と
ら
え
る
説
（
西
村
健
一
郎
「
労
災
補
償
の
社
会
保
障
化
」
（
「
論
争
労
働
法
」
（
世
界
思
想
社
刊
）
所
収
）
な
ど
）
が
対
立
し
て
い
る
。
私
見

で
は
労
災
保
険
は
使
用
者
寅
任
の
責
任
保
険
的
性
格
の
も
の
か
ら
漸
次
社
会
保
障
的
性
格
の
も
の
へ
と
変
化
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
責
任
保
険

の
段
階
か
ら
、
使
用
者
責
任
の
保
険
集
団
（
使
用
者
集
団
）
に
よ
る
補
倣
の
肩
代
り
と
し
て
「
集
団
責
任
」
と
し
て
の
性
格
を
も
っ
て
い
た
。
し

か
も
、
後
述
ｇ
」
と
く
、
そ
の
責
任
保
険
Ⅱ
集
団
寅
任
は
私
保
険
的
な
も
の
で
は
な
く
、
特
殊
Ⅱ
労
働
法
的
な
修
正
を
受
け
た
も
の
で
あ
っ
て
、

こ
の
よ
う
な
労
働
法
的
集
団
責
任
が
社
会
保
障
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
立
つ
か
を
考
察
す
る
こ
と
も
本
稿
の
目
的
の
一
つ
で
あ
る
。

頁
以
下
な
ど
。〔
一
口
各
制
度
の
概
要



最
近
の
労
働
立
法
に
お
け
る
若
干
の
動
向
に
つ
い
て
③

四

没
却
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
責
任
の
集
団
化
、
社
会
化
）
。
こ
れ
は
同
種
の
危
険
を
も
つ
者
ど
う
し
の
間
で
の
危
険
の

分
散
と
し
て
の
保
険
制
度
に
当
然
の
も
の
で
あ
る
と
い
え
ば
そ
れ
ま
で
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
私
保
険
で
あ
れ
ば
給
付
、
反
対
給
付
均
等

の
原
則
に
よ
り
、
保
険
料
率
は
災
害
発
生
率
に
応
じ
て
個
別
的
に
き
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
、
わ
が
労
災
保
険
で
は
イ
ギ
リ
ス
の
よ
う
な
均
一

保
険
料
制
ま
で
は
と
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
災
害
発
生
率
を
同
じ
く
す
る
事
業
別
に
過
去
の
災
害
率
に
糸
あ
っ
た
等
級
別
保
険
料
率
制

が
と
ら
れ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
法
制
定
当
時
は
一
一
一
七
業
種
、
保
険
料
率
は
六
段
階
が
設
け
ら
れ
、
そ
の
後
行
余
曲
折
を
経
て
現
在
で
は

五
二
業
種
、
料
率
は
最
高
が
賃
金
総
額
の
千
分
の
八
九
か
ら
最
低
千
分
の
四
ま
で
の
三
○
段
階
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
料
率
設
定
に
つ
い

て
は
、
ま
ず
第
一
段
階
で
推
計
さ
れ
た
保
険
給
付
の
額
な
い
し
予
想
額
を
賄
う
た
め
の
全
体
と
し
て
の
保
険
料
水
準
が
決
定
さ
れ
、
第
二

（
３
）
 

段
階
で
、
そ
の
決
定
さ
れ
た
保
険
料
が
各
事
業
に
配
分
さ
れ
る
と
い
う
仕
組
み
が
と
ら
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
各
事
業
の
災
害
率
が
厳
密

に
料
率
に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
は
み
ら
れ
な
い
が
、
一
応
は
珈
業
単
位
に
、
そ
の
事
業
に
属
す
る
全
瓢
業
主
が
、
そ
の
事
業
に
つ
い
て
の

危
険
を
共
同
で
負
担
し
て
き
た
も
の
と
ふ
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
も
保
険
料
額
は
各
個
別
事
業
の
賃
金
総
額
に
料
率
を
乗
じ
て
得
ら
れ

る
も
の
で
あ
り
（
労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
二
条
）
、
ま
た
災
害
発
生
率
は
、
企
業
規
模
が
小
さ
く
な
る
ほ
ど
大
で

（
４
）
 

あ
る
の
が
常
態
で
あ
る
こ
と
を
加
味
す
，
れ
ぱ
、
そ
の
事
業
主
集
団
に
よ
る
均
一
保
険
料
率
負
担
は
、
そ
の
集
団
に
お
け
る
大
事
業
主
が
弱

（
５
）
 

小
事
業
主
を
援
助
す
る
と
い
う
連
帯
関
係
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
労
災
保
険
は
制
定
当
初
か
ら
、
単
に
個
別
的
使
用
者
責

任
を
保
険
集
団
が
肩
代
り
し
た
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
右
の
よ
う
な
特
殊
な
原
理
と
櫛
造
を
と
っ
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。

の
莚
）

（
１
）
 

（
２
）
 

桑
原
敬
一
「
労
災
保
険
論
」
（
昭
和
四
七
年
、
労
務
行
政
研
究
所
）
四
八
六
頁
以
下
参
照
。

同
右
、
四
八
二
頁
参
照
。



２
雇
用
法
険
法
上
の
四
事
業

雇
用
保
険
法
制
定
当
初
の
三
事
業
の
概
要
に
つ
い
て
は
す
で
に
前
節
で
紹
介
し
た
。
五
二
年
の
改
正
に
よ
っ
て
、
当
初
の
雇
用
改
善
事

業
の
一
部
を
発
展
さ
せ
て
「
雇
用
安
定
事
業
」
と
い
う
独
立
の
事
業
を
加
え
、
現
在
で
は
四
事
業
と
な
っ
て
い
る
。
雇
用
安
定
事
業
は
、

雇
用
・
失
業
状
勢
の
一
層
の
悪
化
に
対
応
し
た
も
の
で
、
景
気
の
変
動
そ
の
他
の
経
済
上
の
理
由
に
よ
り
事
業
活
動
の
縮
小
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
場
合
の
失
業
の
予
防
そ
の
他
雇
用
の
安
定
を
図
る
も
の
で
あ
る
（
六
一
条
の
二
）
。
内
容
は
、
①
雇
用
調
整
給
付
金
な
ど
を
支
給
す

る
景
気
変
動
等
雇
用
調
整
事
業
、
②
事
業
転
換
等
訓
練
給
付
金
な
ど
を
支
給
す
る
事
業
転
換
等
雇
用
調
整
事
業
、
③
中
高
年
齢
者
雇
用
開

熟
》
鐘

グー、'－，’■、

５４３ 
ミーノ、=ノ、-ノ

労
働
省
労
災
補
償
部
編
著
「
新
労
災
保
険
法
」
三
九
四
頁
以
下
。

度
数
率
、
強
度
率
と
と
も
に
小
規
模
事
業
場
の
方
が
高
い
。
昭
和
五
四
年
度
労
働
白
書
、
二
七
頁
、
付
属
統
計
表
五
五
表
参
照
。

村
上
茂
利
「
労
災
補
麟
の
基
本
問
題
」
一
一
一
五
三
頁
注
。

岐
近
の
労
働
立
法
に
お
け
る
若
干
の
動
向
に
つ
い
て
③

皿
用
福
祉
印
業

能
力
開
発
事
業

履
用
安
定
事
業

厩
用
改
善
事
業 －
１
１
 

１
…
’
 

illii 

発
給
付
金
な
ど
を
支
給
す
る
雇
用
開
発
事
業
、
と
な
っ
て
い

る
。
そ
し
て
、
こ
の
財
源
を
確
保
す
る
た
め
に
雇
用
安
定
資

金
制
度
が
設
け
ら
れ
（
労
働
保
険
特
別
会
計
法
八
条
の
二
）
、

つ
ね
に
一
定
の
資
金
を
プ
ー
ル
し
、
そ
こ
か
ら
状
勢
に
応
じ

て
確
実
か
つ
弾
力
的
に
給
付
金
の
支
給
が
可
能
と
な
る
よ
う

配
慮
さ
れ
た
。

い
ま
、
四
事
業
全
体
に
つ
い
て
そ
の
仕
組
み
を
図
示
す
れ

ば
上
図
の
よ
う
で
あ
る
。

五



最
近
の
労
働
立
法
に
お
け
る
若
干
の
動
向
に
つ
い
て
③

一ハ

さ
て
、
こ
の
四
事
業
は
、
失
業
保
険
法
時
代
の
福
祉
施
設
を
発
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
が
、
福
祉
施
設
に
お
い
て
は
、
財
源
は
労
使
折

半
負
担
の
保
険
料
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
た
の
に
対
し
、
四
事
業
は
事
業
主
の
単
独
負
担
に
よ
る
財
源
で
賄
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
徴
収
法

一
一
一
○
条
、
雇
用
保
険
法
六
八
条
一
一
項
）
点
に
重
要
な
差
異
が
生
じ
た
。
す
な
わ
ち
、
四
事
業
は
旧
福
祉
施
設
と
異
っ
て
、
労
働
者
に
つ
い

て
の
一
定
の
雇
用
保
障
事
業
の
全
事
業
主
に
よ
る
共
同
事
業
化
、
換
言
す
れ
ば
、
そ
の
事
業
実
施
に
関
し
て
の
全
事
業
主
の
集
団
責
任
の

創
設
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
四
事
業
に
対
応
す
る
保
険
料
率
（
四
事
業
費
充
当
徴
収
保
険
料
率
）
は
、
原
則

的
に
は
千
分
の
一
一
一
・
五
、
例
外
的
に
短
期
雇
用
特
例
被
保
険
者
を
多
数
雇
用
す
る
事
業
た
る
土
木
建
築
業
に
つ
い
て
は
千
分
の
四
・
五
と

さ
れ
る
（
徴
収
法
三
一
条
）
。
失
業
保
険
法
時
代
に
は
、
保
険
料
率
は
均
一
料
率
が
と
ら
れ
て
き
た
が
、
雇
用
保
険
法
に
な
っ
て
短
期
雇
用

特
例
被
保
険
者
制
度
が
設
け
ら
れ
た
の
に
と
も
な
い
、
雇
用
保
険
料
率
は
二
段
階
制
と
な
り
、
そ
の
後
五
一
一
年
の
改
正
に
よ
っ
て
一
一
一
段
階

制
と
な
っ
た
が
、
四
事
業
充
当
保
険
料
率
は
右
の
一
一
段
階
制
が
維
持
さ
れ
た
。
多
段
階
と
な
っ
た
の
は
、
給
付
と
負
担
の
均
衡
を
図
る
こ

（
１
）
 

と
、
雇
用
保
険
の
財
政
の
健
全
な
運
営
上
の
必
要
性
か
ら
出
た
も
の
と
さ
れ
る
が
、
雇
用
保
険
に
お
い
て
も
労
災
保
険
同
様
、
失
業
発
生

率
に
応
じ
た
事
業
別
料
率
化
へ
の
動
向
を
う
か
が
い
う
る
。
た
だ
、
そ
の
動
向
は
労
災
保
険
に
比
し
て
軽
微
で
あ
り
、
目
下
は
ご
く
例
外

的
な
事
業
の
承
高
率
と
し
、
原
則
は
均
一
料
率
制
と
染
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
反
面
、
失
業
発
生
率
は
、
業
種
に
よ
っ
て
差
が
あ
り
、
ま
た

（
２
）
 

小
規
模
事
業
所
ほ
ど
高
い
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
四
事
業
を
含
む
雇
用
保
険
で
は
、
労
災
保
険
以
上
に
安
定
事
業
あ
る
い
は
大
企
業

に
よ
る
不
安
定
事
業
、
弱
小
企
業
の
援
助
の
関
係
、
換
一
一
一
口
す
れ
ば
全
使
用
者
の
連
帯
関
係
が
顕
著
に
認
め
ら
れ
る
。
か
く
し
て
、
四
事
業

は
単
な
る
事
業
主
の
共
同
事
業
と
は
異
る
の
で
あ
る
。

四
事
業
の
右
の
性
格
と
の
関
係
で
も
っ
と
も
注
目
を
ひ
く
の
は
雇
用
安
定
事
業
と
し
て
の
雇
用
調
整
給
付
金
制
度
で
あ
る
・
本
制
度
は

一
定
要
件
に
該
当
す
る
事
業
主
が
労
働
者
を
一
時
休
業
さ
せ
、
休
業
手
当
を
支
払
っ
た
場
合
に
、
一
定
限
度
の
も
と
に
そ
の
額
の
一
部



（
大
企
業
一
一
分
の
一
、
中
小
企
業
一
一
一
分
の
一
一
）
を
支
給
す
る
も
の
で
、
労
基
法
一
一
六
条
の
使
用
者
の
責
任
の
一
部
肩
代
り
と
し
て
の
実
質

を
も
つ
。
す
な
わ
ち
、
従
来
、
労
基
法
上
個
別
使
用
者
の
責
任
と
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
そ
の
給
付
金
の
額
を
限
度
と
し
て
、
全
使
用
者

の
右
に
述
べ
た
ご
と
き
集
団
的
、
連
帯
的
責
任
に
転
化
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
労
基
法
上
の
休
業
手
当
が
、
個
別
使
用
者

の
労
働
契
約
上
の
も
っ
と
も
本
質
的
要
素
で
あ
る
賃
金
と
し
て
の
実
体
を
も
つ
だ
け
に
、
右
の
転
化
は
大
き
な
意
義
を
も
つ
と
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

３
賃
金
支
払
確
保
法

本
法
は
、
昭
和
四
八
年
の
石
油
シ
ョ
ッ
ク
以
後
に
お
け
る
景
気
停
滞
に
よ
る
企
業
倒
産
な
ど
の
多
発
か
ら
賃
金
不
払
が
急
増
し
て
き
た

情
況
を
背
景
と
し
て
、
労
働
者
に
賃
金
、
退
職
金
な
ど
の
支
払
の
確
保
を
図
る
た
め
の
諸
措
置
を
識
ず
る
た
め
に
、
昭
和
五
一
年
の
七
七

（
１
）
 

国
会
で
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
措
置
と
し
て
は
、
社
内
預
金
の
保
全
措
置
、
退
職
手
当
の
保
全
措
置
、
退
職
労
働
者
の
賃
金
に

つ
い
て
の
遅
延
利
息
の
特
例
措
置
な
ど
が
あ
る
が
、
本
稿
に
お
い
て
取
り
上
げ
る
の
は
未
払
賃
金
の
立
替
払
事
業
で
あ
る
（
同
法
七
条
）
。

シ
」
の
立
替
払
事
業
と
は
、
労
災
保
険
適
用
事
業
で
あ
っ
て
一
年
以
上
事
業
活
動
を
行
っ
て
い
る
企
業
が
倒
産
し
た
場
合
、
そ
の
倒
産
の

申
立
て
等
の
あ
っ
た
日
の
六
ケ
月
前
の
日
か
ら
二
年
間
の
期
間
内
に
退
職
し
た
労
働
者
に
つ
い
て
退
職
日
の
六
ヶ
月
前
の
日
以
降
に
支
払

最
近
の
労
働
立
法
に
お
け
る
若
干
の
動
向
に
つ
い
て
⑧

七

（
庭
）

（
１
）
関
英
夫
「
雇
用
保
険
法
の
解
説
」
（
昭
五
○
、
株
式
会
社
ぎ
よ
う
せ
い
）
三
一
一
八
頁
。

（
２
）
労
働
省
の
調
査
（
昭
和
五
一
一
年
、
雇
用
保
険
受
給
者
櫛
造
調
査
報
告
）
に
よ
る
と
、
受
給
資
格
者
の
離
職
前
の
事
業
別
割
合
は
製
造
業
（
三

五
・
九
％
）
、
卸
小
売
業
（
一
一
四
・
四
％
）
サ
ー
ビ
ス
業
（
一
五
・
四
％
）
が
高
く
、
離
職
前
の
事
業
規
模
別
で
は
、
五
’
一
一
九
人
規
模
（
一
一
一
一
一
。
七

％
）
、
一
一
一
○
’
九
九
人
規
模
（
二
七
・
五
％
）
が
高
く
て
、
こ
の
両
者
で
全
体
の
六
○
・
二
％
を
し
め
て
い
る
（
同
報
告
喪
一
○
頁
以
下
）
。



最
近
の
労
働
立
法
に
お
け
る
若
干
の
動
向
に
つ
い
て
⑧

八

期
日
が
到
来
し
た
賃
金
（
定
期
給
与
お
よ
び
退
職
手
当
に
限
ら
れ
る
）
で
未
払
い
の
も
の
（
総
額
二
万
円
以
上
の
場
合
に
限
ら
れ
る
）
が

あ
る
と
き
に
、
国
が
そ
の
労
働
者
に
対
し
、
未
払
賃
金
額
の
う
ち
定
期
給
与
（
一
一
一
一
万
円
を
限
度
）
の
三
ヶ
月
分
の
八
割
を
限
度
と
し
て

立
替
払
を
す
る
も
の
で
あ
る
（
法
七
条
、
令
二
、
三
条
、
則
七
条
以
下
）
。
民
法
四
七
四
条
の
例
外
的
措
置
を
認
め
る
な
ど
法
理
上
か
な
り

進
ん
だ
も
の
を
も
つ
が
、
本
稿
で
重
要
な
こ
と
は
、
そ
の
立
替
払
の
形
式
的
な
主
体
は
政
府
（
実
際
に
は
労
働
福
祉
事
業
団
）
で
あ
る

が
、
労
災
保
険
法
上
新
設
さ
れ
た
労
働
福
祉
事
業
と
し
て
（
法
九
条
）
、
す
な
わ
ち
労
働
保
険
特
別
会
計
労
災
勘
定
の
負
担
に
お
い
て
行
な

わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
労
災
勘
定
は
一
部
国
庫
負
担
、
労
災
保
険
へ
の
特
別
加
入
者
の
自
己
負
担
分
を
度
外
視
す
れ
ば
、
前

述
の
》
」
と
く
大
部
分
は
使
用
者
負
担
で
あ
る
か
ら
、
賃
金
の
立
替
え
に
つ
い
て
、
全
事
業
主
の
共
同
関
係
が
設
定
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

立
替
え
で
あ
り
、
民
法
の
規
定
に
よ
っ
て
立
替
え
を
行
っ
た
労
働
福
祉
事
業
団
は
賃
金
債
権
を
代
位
取
得
し
、
事
業
主
に
求
償
す
る
建

前
が
と
ら
れ
る
ご
と
く
で
あ
る
が
、
事
情
に
よ
っ
て
は
求
償
不
能
な
場
合
も
あ
ろ
う
し
、
そ
も
そ
も
立
替
え
と
い
う
業
務
自
体
を
事
業
主

全
体
の
共
同
負
担
に
お
い
て
行
な
う
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
大
き
な
意
義
が
認
め
ら
れ
る
二
部
国
庫
負
担
、
特
別
加
入
者
負
担
が
財

源
に
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
若
干
気
が
か
り
で
あ
る
が
）
。
立
案
者
は
こ
の
点
を
、
「
こ
の
事
業
は
、
本
来
個
別
事
業
主
の
責
任
で
あ
る
賃

金
の
支
払
義
務
が
当
該
事
業
主
に
よ
っ
て
果
さ
れ
得
な
い
場
合
に
事
業
主
全
体
の
負
担
に
お
い
て
そ
の
義
務
を
履
行
し
よ
う
と
す
る
、
い

（
２
）
 

わ
ぱ
「
個
別
笈
任
の
社
会
化
」
の
田
心
想
を
基
盤
と
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
「
『
個
別
責
任
の
社
会
化
』
の
思
想
」
な

る
立
法
原
理
の
よ
っ
て
き
た
る
と
こ
ろ
は
何
か
、
ま
た
そ
の
意
味
内
容
は
い
か
な
る
屯
の
か
が
重
大
な
関
心
の
的
と
な
る
。
前
者
に
つ
い

て
は
の
ち
に
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
が
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
労
災
保
険
の
財
源
を
用
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
労
災
保
険
で
述
べ
た

ご
と
く
、
単
な
る
「
社
会
化
」
以
上
の
、
全
事
業
主
の
連
帯
関
係
創
設
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
原
理
に
立
て
ば
、
現
在

で
は
「
立
替
え
」
事
業
で
あ
る
が
、
雇
用
保
険
法
上
の
雇
用
調
整
給
付
金
同
様
、
立
替
え
で
は
な
く
、
求
償
な
し
の
、
文
字
ど
お
り
の
肩



（
３
）
 

代
り
で
あ
っ
て
ｊ
も
不
自
然
な
と
こ
ろ
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

４
身
体
障
害
者
雇
用
促
進
法
上
の
身
障
者
雇
用
率
制
度
と
身
障
者
雇
用
納
付
金
制
度

身
体
障
害
者
の
雇
用
確
保
に
関
し
て
は
、
す
で
に
昭
和
一
一
一
五
年
に
身
体
障
害
者
雇
用
促
進
法
が
制
定
さ
れ
、
雇
用
率
制
度
が
設
け
ら
れ

て
い
た
・
官
公
庁
関
係
と
一
般
事
業
主
に
わ
け
、
そ
れ
ぞ
れ
身
体
障
害
者
雇
用
率
、
重
度
障
害
者
雇
用
率
が
定
め
ら
れ
、
事
業
主
ご
と
に

全
従
業
員
中
に
こ
の
雇
用
率
以
上
の
身
障
者
が
雇
用
さ
れ
る
こ
と
の
確
保
が
図
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
官
公
庁
に
対
し
て
も
一
般
事
業

主
に
対
し
て
も
強
制
的
な
し
の
で
は
な
く
、
前
者
に
対
し
て
は
各
任
命
権
者
の
計
画
作
成
義
務
（
旧
一
一
条
、
一
五
条
一
項
『
労
働
大
臣

に
よ
る
任
命
権
者
に
対
す
る
そ
の
計
画
の
実
施
の
勧
告
制
度
（
旧
一
一
一
条
二
項
、
一
五
条
一
一
項
）
が
お
か
れ
、
後
者
に
対
し
て
は
、
一
定

九
鍛
近
の
労
働
立
法
に
お
け
る
若
干
の
動
向
に
つ
い
て
③

（
註
）

（
１
）
立
案
当
局
者
の
解
説
と
し
て
、
仙
田
明
雄
「
施
行
さ
れ
た
『
賃
金
支
払
確
保
法
』
」
（
季
刊
労
働
法
一
○
一
号
、
一
三
八
頁
以
下
）
な
ど
参
照
。

（
２
）
同
右
、
一
四
一
頁
ｃ

（
３
）
ち
な
み
に
、
こ
の
立
替
事
業
を
労
災
保
険
法
上
の
制
度
と
し
た
の
は
、
同
保
険
の
財
源
が
事
業
主
の
原
則
的
負
担
で
あ
る
こ
と
に
便
乗
し
た
便

宜
的
措
腫
（
こ
の
場
合
、
同
法
の
体
系
を
大
き
く
乱
す
こ
と
に
な
る
）
か
、
あ
る
い
は
よ
り
本
質
的
な
も
の
で
あ
る
の
か
。
各
国
の
同
菰
の
立

法
例
で
は
、
オ
ラ
ン
ダ
は
失
業
保
険
料
（
貸
金
の
○
・
八
％
）
の
う
ち
の
待
期
手
当
基
金
を
財
源
と
し
て
失
業
保
険
事
業
団
が
行
な
い
、
西
ド
イ

ツ
、
フ
ラ
ン
ス
は
独
自
の
保
険
料
を
と
る
が
、
運
営
主
体
は
、
西
ド
イ
ツ
が
連
邦
雇
用
公
社
、
フ
ラ
ン
ス
が
失
業
保
険
の
運
営
主
体
で
あ
る

シ
⑫
間
目
○
ご
ｚ
両
国
Ｃ
が
あ
た
っ
て
い
る
。
立
替
え
事
業
で
は
あ
れ
、
労
災
保
険
の
財
源
負
担
関
係
は
前
述
の
よ
う
に
労
災
補
償
に
即
し
て
な
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
労
災
と
危
険
発
生
率
を
ま
っ
た
く
異
に
す
る
賃
金
不
払
に
利
用
し
た
こ
と
に
は
疑
問
が
も
た
れ
る
。
賃
金
不

払
が
企
業
の
倒
産
Ⅱ
解
雇
Ⅱ
失
業
の
系
統
で
と
ら
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
雇
用
保
険
上
の
四
事
業
に
一
事
業
を
加
え
る
形
の
方
が
自
然
で
は
な

か
っ
た
か
と
も
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
立
替
払
事
業
を
加
え
た
こ
と
で
労
災
保
険
法
は
ま
た
一
つ
の
展
開
を
と
げ
た
こ
と
に
な
る
。

右
、
一
四
一
頁
。



最
近
の
労
働
立
法
に
お
け
る
若
干
の
動
向
に
つ
い
て
⑧

一
○

の
場
合
の
計
画
作
成
義
務
（
旧
一
四
条
、
一
五
条
四
項
）
の
ほ
か
は
身
障
労
働
者
数
が
そ
の
雇
用
率
「
以
上
で
あ
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
（
旧
一
一
一
一
条
）
、
努
力
義
務
が
課
さ
れ
て
い
た
に
と
ど
ま
る
。

こ
の
よ
う
に
、
制
定
当
初
は
実
効
性
の
う
す
い
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
全
事
業
主
を
対
象
と
す
る
雇
用
率
制
度
そ
の
も
の
は
、
全
事
業

主
を
一
体
と
し
て
、
そ
れ
に
身
障
者
雇
用
を
義
務
づ
け
る
原
理
Ⅱ
共
同
責
任
原
理
に
立
っ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
・
具
体
的
な
各
事
業
主

（
１
）
 

へ
の
雇
用
率
適
用
は
、
そ
の
原
理
を
前
提
と
し
た
各
事
業
主
へ
の
雇
用
義
務
の
配
分
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
新
原
理

に
立
脚
す
る
制
度
は
、
昭
和
五
一
年
の
大
幅
改
正
で
強
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
背
景
は
、
就
業
を
希
望
し
な
が
ら
職
を
見
出
し

え
な
い
身
障
者
が
多
数
存
在
す
る
反
面
、
全
体
の
一
一
一
分
の
一
の
事
業
所
が
雇
用
率
未
達
成
で
、
と
く
に
大
規
模
事
業
所
の
雇
用
状
況
が
立

ち
遅
れ
て
い
る
こ
と
、
一
般
に
身
障
者
の
雇
用
に
は
施
設
の
改
善
、
整
備
等
の
追
加
的
経
済
的
負
担
を
伴
う
こ
と
か
ら
身
障
者
を
雇
用
す

る
事
業
所
と
雇
用
し
て
い
な
い
事
業
所
の
不
公
平
感
が
ふ
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
企
業
の
社
会
的
貢
献
へ
の
要
請
が
強
ま
っ
て
お
り
、
企
業

（
２
）
 

は
よ
り
積
極
的
に
身
障
者
に
雇
用
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
こ
と
な
ど
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
ま
ず
法
の
目
的
規
定
（
一
条
）
の

全
文
改
正
と
と
も
に
、
事
業
主
の
責
務
の
宣
一
一
一
一
回
条
項
と
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
な
事
業
主
の
身
障
者
雇
用
に
つ
い
て
の
共
同
連
帯
責
任
を
強
調

す
る
条
文
が
入
っ
た
。

そ
し
て
、
具
体
的
に
は
、
第
一
に
一
般
事
業
主
に
つ
い
て
の
従
来
の
雇
用
率
達
成
義
務
が
努
力
規
定
で
あ
っ
た
の
を
、
身
障
労
働
者
が

（
事
業
主
の
賢
務
）

第
二
条
の
二
す
べ
て
事
業
主
は
、
身
体
障
害
者
の
雇
用
に
関
し
、
社
会
連
帯
の
理
念
に
基
づ
き
、
適
当
な
雇
用
の
場
を
与
え
る
共
同
の
責
務
を
有
す

る
も
の
で
あ
っ
て
、
進
ん
で
身
体
障
害
者
の
雇
入
れ
に
努
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
有
す
る
能
力
を
正
当
に
評
価
し
、
適
正
な
雇
用
の
管
理
を
行
う
よ

う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



雇
用
納
付
金
制
度
と
は
、
身
障
者
雇
用
に
は
、
た
と
え
ば
作
業
の
安
全
化
の
た
め
の
盲
人
用
プ
レ
ス
安
全
装
置
の
設
置
な
ど
の
作
業
設

備
の
改
善
か
ら
ト
イ
レ
の
改
造
に
い
た
る
ま
で
事
業
主
に
特
別
の
経
済
的
負
担
が
加
わ
る
の
が
常
で
あ
る
が
、
そ
う
な
る
と
身
障
者
を
多

く
雇
用
す
る
事
業
主
と
の
間
に
経
済
的
不
公
平
が
生
ず
る
こ
と
、
さ
ら
に
身
障
者
雇
用
を
促
進
す
る
た
め
の
助
成
を
す
る
必
要
が
あ
る
と

最
近
の
労
働
立
法
に
お
け
る
若
干
の
動
向
に
つ
い
て
③

一
一

そ
し
て
、
）

制
度
で
あ
る
。

雇
用
率
に
対
応
す
る
数
「
以
上
で
あ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
表
現
を
改
め
て
、
「
法
的
義
務
」
と
し
た
。
と
い
っ
て
も
罰

則
は
設
け
ら
れ
ず
、
労
働
大
臣
の
雇
用
計
画
作
成
命
令
、
そ
の
計
画
の
実
施
勧
告
（
新
一
五
条
、
五
項
）
の
ほ
か
、
そ
の
勧
告
に
従
わ
な

い
事
業
主
の
公
表
制
度
を
設
け
る
（
新
一
六
条
）
に
と
ど
ま
っ
た
。
つ
ぎ
に
雇
用
率
制
度
そ
の
も
の
に
つ
い
て
も
改
正
が
な
さ
れ
た
が
、

本
稿
で
重
要
な
こ
と
が
ら
と
し
て
、
雇
用
率
設
定
原
理
に
変
更
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
（
新
一
四
条
二
項
）
。
す
な
わ
ち
制
定
当
初

の
雇
用
率
は
、
各
事
業
主
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
労
働
者
の
中
に
し
め
る
身
障
労
働
者
の
比
率
が
、
自
営
業
者
や
家
族
従
業
者
を
含
め
た
労

働
力
人
口
中
に
し
め
る
身
障
者
の
比
率
に
等
し
い
状
態
と
な
る
よ
う
、
こ
の
比
率
を
基
準
と
し
て
事
務
的
事
業
所
と
現
場
的
事
業
所
に
わ

け
て
設
定
さ
れ
て
い
た
が
、
事
業
主
の
共
同
責
任
理
念
の
強
化
と
と
も
に
、
雇
用
率
は
そ
の
共
同
責
任
の
各
事
業
主
へ
の
分
担
割
合
を
平

等
に
定
め
る
要
請
が
生
じ
た
。
そ
こ
で
、
自
営
業
者
や
家
族
従
業
者
を
判
断
要
素
か
ら
は
ず
し
、
負
担
割
合
の
平
等
化
の
観
点
か
ら
原
則

的
に
一
本
の
雇
用
率
と
し
、
（
た
だ
し
、
身
障
者
就
労
が
困
難
な
職
種
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
除
外
率
を
設
け
る
）
ま
た
身
障
者
も
通
常

（
３
）
 

労
働
者
な
ゑ
の
雇
用
水
準
を
設
け
る
、
な
ど
の
配
慮
の
結
果
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
算
定
式
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

郵
通
調
通
弊
評
覇
鴫
鍬
鐸
十
冷
絲
鞄
卉
爾
咄
雌
博

「
ｌ

課
麹
爾
ヨ
嚥
騨
端
鴬
十
冷
絲
雌
鐸
ｌ
夢
字
球
噂
錐
鐸

こ
の
身
障
者
雇
用
に
つ
い
て
の
全
事
業
主
の
共
同
連
帯
的
性
格
を
一
層
強
化
す
る
も
の
と
し
て
登
場
し
た
の
が
雇
用
納
付
金



最
近
の
労
働
立
法
に
お
け
る
若
干
の
動
向
に
つ
い
て
③
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こ
ろ
か
ら
、
こ
れ
に
応
ず
る
た
め
に
、
雇
用
率
未
達
成
事
業
主
か
ら
そ
の
不
足
数
に
応
じ
た
納
付
金
を
徴
収
し
て
、
そ
れ
を
原
資
と
し

（
４
）
 

て
、
雇
用
率
達
成
事
業
主
に
調
整
金
を
支
給
し
、
ま
た
身
障
者
雇
用
事
業
主
に
対
す
る
助
成
金
を
交
付
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
（
法

五
章
）
。
納
付
金
の
額
は
雇
用
率
に
も
と
づ
い
て
各
事
業
主
が
雇
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
身
障
労
働
者
数
に
応
じ
た
額
（
目
下
一
人
に
つ

き
三
万
円
－
令
一
七
条
）
で
あ
る
が
（
法
二
七
条
）
、
身
障
者
を
雇
用
し
て
い
る
事
業
主
に
つ
い
て
は
そ
の
雇
用
数
に
応
じ
て
減
額
さ
れ
、

雇
用
率
を
こ
え
て
雇
用
し
て
い
る
事
業
主
に
は
○
と
な
る
仕
組
と
な
っ
て
い
る
（
法
二
八
条
）
。
こ
れ
を
財
源
と
す
る
給
付
金
に
つ
い
て

は
、
雇
用
率
を
こ
え
て
身
障
者
を
雇
用
し
て
い
る
事
業
主
に
対
し
て
は
、
毎
年
、
そ
の
こ
え
る
人
数
に
応
じ
た
身
体
障
害
者
雇
用
調
整
金

（
一
人
一
万
四
千
円
ｌ
令
一
五
条
）
が
、
ま
た
身
障
者
を
雇
い
入
れ
る
事
業
主
に
は
施
設
改
善
、
雇
用
管
理
、
重
度
障
害
者
の
多
数
雇
用

の
目
的
の
た
め
の
助
成
金
が
支
給
さ
れ
る
（
法
一
九
、
二
○
条
）
。

こ
の
雇
用
納
付
金
制
度
は
、
負
担
能
力
の
見
地
か
ら
、
当
分
の
間
、
常
時
三
○
○
人
以
下
の
労
働
者
を
雇
用
す
る
事
業
主
に
は
適
用
さ

れ
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
（
附
則
二
条
一
項
）
、
そ
の
不
適
用
事
業
主
で
あ
っ
て
も
、
と
く
に
多
く
の
身
障
者
を
雇
用
す
る
も
の
に
対

し
て
は
、
一
定
の
基
準
を
こ
え
る
身
障
者
数
に
応
じ
て
報
奨
金
（
一
人
に
つ
き
、
八
千
円
）
が
支
給
さ
れ
る
（
附
則
三
条
）
。

右
の
よ
う
に
し
て
、
雇
用
納
付
金
制
度
は
、
と
く
に
雇
用
率
未
達
成
事
業
主
か
ら
既
達
成
事
業
主
へ
の
経
済
的
負
担
の
調
整
を
な
す
身

体
障
害
者
雇
用
調
整
金
給
付
事
業
に
あ
き
ら
か
に
承
ら
れ
る
よ
う
に
、
全
事
業
主
を
一
体
化
し
、
こ
れ
に
身
障
者
雇
用
を
義
務
づ
け
た
関

（
５
）
 

係
が
顕
著
で
あ
る
。
と
く
に
、
当
分
の
間
の
措
置
と
し
て
で
は
あ
る
が
、
納
付
金
納
付
義
務
を
免
除
さ
れ
た
中
小
事
業
主
に
対
す
る
報
奨

金
の
財
源
は
大
企
業
で
負
担
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
こ
と
ば
、
全
事
業
主
の
「
連
帯
」
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
が
あ
る
。
そ
し
て
、
こ

の
よ
う
な
納
付
金
制
度
を
と
っ
た
こ
と
は
、
全
事
業
主
へ
身
障
者
雇
用
を
義
務
づ
け
る
と
い
う
新
た
な
立
法
原
理
に
立
つ
雇
用
率
制
度
の

必
然
的
な
帰
結
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。



以
上
が
身
体
障
害
者
雇
用
促
進
法
上
の
雇
用
率
制
度
お
よ
び
納
付
金
制
度
で
あ
る
が
、
前
述
の
各
制
度
に
比
し
こ
こ
で
の
特
徴
的
な
こ

と
は
、
労
災
補
償
責
任
、
賃
金
支
払
義
務
な
ど
既
存
の
個
別
的
使
用
者
の
義
務
を
集
団
化
し
た
労
災
保
険
や
賃
金
支
払
確
保
法
な
ど
と
異

な
り
、
新
た
に
身
障
者
雇
用
を
集
団
責
任
と
し
て
創
設
し
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
と
の
関
連
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
原
理
を
前
掲
の
ご
と
く

（
６
）
 

法
の
明
文
を
も
っ
て
表
面
か
ら
打
出
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
法
二
条
の
二
）
。
そ
こ
に
う
た
わ
れ
て
い
る
ご
と
く
、
「
社
会
連
帯
の
理

念
」
に
基
づ
く
全
事
業
主
の
「
適
当
な
雇
用
の
場
を
与
え
る
共
同
の
責
務
」
の
具
体
的
発
現
が
雇
用
率
制
度
、
雇
用
納
付
金
制
度
で
あ
ろ

う
が
、
こ
の
「
社
会
連
帯
の
理
念
」
と
は
い
か
な
る
意
義
の
も
の
か
、
ま
た
こ
の
条
文
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
と
染
ら
れ
る
心
身
障
害
者

対
策
基
本
法
五
条
の
「
国
民
は
、
社
会
連
帯
の
理
念
に
基
づ
き
、
心
身
障
害
者
の
福
祉
の
増
進
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
の
文
言
と
い
か
に
関
連
づ
け
ら
れ
る
か
、
と
く
に
「
社
会
連
帯
」
の
表
現
が
抽
象
的
で
あ
る
た
め
関
心
を
も
た
れ
る
こ
と
と
な
る
。

（
７
）
 

こ
の
原
理
に
つ
い
て
の
立
案
当
局
者
の
説
明
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

我
が
国
の
経
済
社
会
で
は
、
自
由
で
公
正
な
経
済
競
争
が
原
則
と
さ
れ
、
す
べ
て
の
企
業
は
利
潤
を
追
求
し
て
営
利
を
行
う
自
由
を
有
す
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
企
業
も
社
会
の
中
に
存
在
す
る
一
員
で
あ
れ
ば
、
そ
の
利
潤
追
求
も
社
会
の
全
体
利
益
と
の
調
和
の
も
と
に
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し

て
、
企
業
の
社
会
的
寅
任
を
求
め
る
考
え
方
も
強
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
そ
し
て
我
が
国
社
会
で
は
福
祉
社
会

の
実
現
を
目
指
し
て
極
点
の
努
力
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
一
つ
の
大
き
な
問
題
と
し
て
身
体
障
害
者
の
福
祉
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
し
か

も
、
身
体
障
害
者
の
福
祉
の
基
本
は
、
そ
の
職
業
的
自
立
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
身
体
障
害
者
の
雇
用
に
関
す
る
事
業
主
の
責
任
の
考
え
方
の
基
礎
が
あ
る
。

広
い
意
味
に
お
け
る
身
体
障
害
者
の
福
祉
の
向
上
を
、
特
に
そ
の
中
心
と
な
る
身
体
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
を
社
会
全
体
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
、

最
近
の
労
働
立
法
に
お
け
る
若
干
の
動
向
に
つ
い
て
③

一一一一

こ
と
で
あ
る
。

「
こ
の
考
え
方
の
中
心
は
、
す
べ
て
の
事
業
主
は
、
『
社
会
連
帯
の
理
念
に
基
づ
き
、
適
当
な
雇
用
の
場
を
与
え
る
共
同
の
責
務
を
有
す
る
』
と
い
う



こ
こ
で
と
り
あ
え
ず
注
意
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
右
の
文
脈
に
お
い
て
、
身
障
者
雇
用
の
「
問
題
は
、
個
含
の
事
業
主
で
解
決
で
き

る
も
の
で
は
な
い
」
こ
と
を
契
機
と
し
て
、
個
々
の
事
業
主
の
社
会
連
帯
関
係
上
の
責
務
が
そ
の
事
業
主
の
共
同
の
責
務
に
す
り
か
わ
っ

て
い
る
点
で
あ
る
が
、
両
者
は
責
任
形
態
と
し
て
一
応
識
別
し
て
お
き
た
い
。
本
稿
の
主
題
は
後
者
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

当
然
な
が
ら
前
者
と
の
関
係
、
さ
ら
に
両
者
と
社
会
連
帯
原
理
と
の
関
連
性
が
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
庭
）

（
１
）
遠
藤
政
夫
「
身
体
障
害
者
雇
用
促
進
法
の
理
論
と
解
説
」
（
昭
五
二
、
日
刊
労
働
通
信
社
）
九
六
頁
以
下
参
照
。

（
２
）
同
右
、
七
七
頁
以
下
。

（
３
）
同
右
、
二
○
二
頁
以
下
。
な
お
、
こ
の
雇
用
率
設
定
方
式
に
つ
い
て
は
、
単
な
る
事
業
主
の
共
同
で
は
な
く
、
よ
り
「
連
帯
」
理
念
を
強
禰
す

れ
ば
、
身
障
者
雇
用
力
の
大
き
い
と
思
わ
れ
る
大
企
業
に
は
高
い
雇
用
率
を
設
定
す
る
方
法
が
適
当
と
思
わ
れ
る
。

（
４
）
同
右
、
二
四
八
頁
以
下
。

斌
近
の
労
働
立
法
に
お
け
る
若
干
の
動
向
に
つ
い
て
③

一
四

社
会
連
帯
と
い
う
高
い
理
解
に
立
っ
た
事
業
主
の
責
任
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
職
場
を
直
接
管
理
し
て
い
る
の
は
事
業
主
の
承
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
身
体
障
害
者
に
雇
用
の
場
を
直
接
提
供
で
き
る
の
は
事
業
主
の
承
で

あ
る
こ
と
に
か
ん
が
糸
、
そ
の
よ
う
な
立
場
に
あ
る
す
べ
て
の
事
業
主
は
、
身
体
障
害
者
に
適
当
な
雇
用
の
場
を
与
え
る
共
同
の
責
務
を
有
す
る
と
さ

れ
る
。
こ
の
問
題
は
、
個
々
の
事
業
主
で
解
決
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
従
っ
て
、
社
会
連
帯
の
理
念
に
基
づ
く
、
全
事
業
主
の
共
同
の
責
務
で
あ
る

と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
事
業
主
は
全
体
と
し
て
、
一
定
範
囲
の
、
つ
ま
り
労
働
の
意
思
と
能
力
を
有
す
る
身
体
障
害
者
に
適
当
な
雇
用
の
場
を
与
え
る

責
務
を
有
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
事
業
主
は
、
身
体
障
害
者
に
雇
用
の
場
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
立
場
に
あ
る
者
と
い
う
点
か
ら
考
え
ら
れ
て
い
る

の
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
に
は
、
人
を
雇
用
し
て
あ
る
事
業
を
行
う
場
合
の
国
や
地
方
自
治
体
も
含
ま
れ
る
。
こ
れ
は
、
そ
の
よ
う
な
立
場
に
あ
る
事
業

主
全
体
の
皮
任
の
表
明
で
あ
る
ａ



以
上
、
労
災
保
険
の
ほ
か
、
最
近
と
く
に
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
た
使
用
者
の
集
団
責
任
化
現
象
三
つ
の
事
例
に
つ
い
て
そ
の
概
要
を
ゑ

た
。
集
団
責
任
化
そ
の
も
の
は
労
災
保
険
に
染
ら
れ
る
よ
う
に
古
く
か
ら
存
在
す
る
し
、
ま
た
と
り
上
げ
た
も
の
以
外
に
も
存
在
す
る
。

中
高
年
齢
者
の
雇
用
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
上
の
雇
用
率
制
度
も
弱
い
な
が
ら
も
そ
れ
に
属
す
る
し
、
炭
鉱
離
職
者
臨
時
措
置
法

上
の
業
務
の
財
源
の
一
部
に
採
掘
権
者
あ
る
い
は
租
鉱
権
者
の
納
付
金
が
用
い
ら
れ
て
い
る
（
同
法
三
四
条
、
石
炭
鉱
業
合
理
化
臨
時
措

置
法
三
六
条
、
’
一
一
六
条
の
一
一
）
の
も
こ
の
例
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
眼
を
社
会
保
障
法
の
分
野
（
一
般
に
労
災
保
険
は
こ
の
な
か
に
含
め
て

理
解
さ
れ
て
い
る
）
に
転
ず
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
失
業
保
険
の
よ
う
に
全
額
使
用
者
拠
出
と
さ
れ
て
い
る
場
合
は
も
と
よ
り
、
わ
が
国
の
雇

用
保
険
そ
の
他
の
社
会
保
険
に
お
け
る
給
付
所
要
財
源
の
労
使
折
半
負
担
に
お
け
る
使
用
者
負
担
分
に
つ
い
て
も
共
同
責
任
的
要
素
を
認

め
う
る
が
、
も
っ
と
も
顕
著
な
も
の
は
児
童
（
家
族
）
手
当
制
度
で
あ
る
。
そ
の
沿
革
を
た
ど
っ
た
場
合
、
原
型
の
一
つ
と
し
て
フ
ラ
ン

ス
、
ベ
ル
ギ
ー
を
中
心
と
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
．
〈
諸
国
で
自
生
的
に
発
生
し
た
補
償
基
金
制
度
（
○
日
腸
の
ｍ
・
の
●
・
曰
已
の
易
島
。
。
）
が
あ
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
．
〈
諸
国
で
は
、
す
で
に
前
世
紀
末
か
ら
所
帯
も
ち
労
働
者
の
生
活
難
に
対
し
て
、
事
業
主
が
超
過
賃
金
Ⅱ
家
族
手
当
を
支
払
う

慣
行
が
発
生
し
て
い
る
が
、
第
一
次
大
戦
後
の
物
価
上
昇
に
よ
る
実
質
賃
金
低
下
は
そ
の
必
要
性
を
大
な
ら
し
め
た
。
使
用
者
は
そ
の
実

最
近
の
労
働
立
法
に
お
け
る
若
干
の
動
向
に
つ
い
て
⑧

一
五

（
５
）
同
右
、
二
四
二
頁
以
下
参
照
。

（
６
）
中
高
年
齢
者
雇
用
促
進
法
に
も
雇
用
率
制
度
が
あ
り
、
そ
の
か
ぎ
り
で
は
身
障
者
雇
用
促
進
法
上
の
雇
用
制
度
と
同
様
の
事
業
主
の
共
同
関
係

は
種
在
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
中
高
年
齢
者
に
は
、
納
付
金
制
度
と
と
も
に
こ
の
よ
う
な
責
務
の
宣
言
規
定
は
な
い
。

（
７
）
遠
藤
前
掲
書
、
九
五
頁
以
下
。

〔
三
〕
使
用
者
の
集
団
責
任
の
労
働
立
法
史
上
、
法
理
論
史
上
の
意
義



最
近
の
労
働
立
法
に
お
け
る
若
干
の
動
向
に
つ
い
て
③

一
一
ハ

質
賃
金
低
下
に
対
し
、
賃
率
の
引
上
げ
を
避
け
、
い
つ
で
も
廃
止
で
き
、
ま
た
所
帯
も
ち
労
働
者
に
だ
け
支
払
え
ば
よ
い
家
族
手
当
制

を
と
り
、
こ
れ
が
慣
行
と
し
て
ま
す
ま
す
普
及
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
慣
行
が
発
展
す
る
に
つ
れ
、
使
用
者
は
競
争
関

係
上
、
賃
金
コ
ス
ト
の
高
い
所
帯
も
ち
労
働
者
を
企
業
か
ら
極
力
排
除
し
、
ま
た
雇
い
入
れ
を
手
ぴ
か
え
る
傾
向
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
そ
こ
で
こ
の
よ
う
な
制
度
を
定
着
さ
せ
る
た
め
に
は
個
占
の
使
用
者
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
一
地
域
、
あ
る
い
は
特
定
職
種

に
属
す
る
全
事
業
主
が
共
同
し
て
行
な
う
必
要
が
認
識
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
従
業
員
数
、
あ
る
い
は
賃
金
総
額
な
ど
、
個
別
の
事
業
主
の

雇
う
労
働
者
の
家
族
数
と
は
関
係
の
な
い
数
、
あ
る
い
は
額
を
基
準
と
し
た
一
定
額
の
拠
出
を
行
っ
て
一
つ
の
基
金
を
作
り
、
そ
こ
か
ら

（
１
）
 

家
族
手
当
を
支
給
す
る
機
構
を
つ
く
り
あ
げ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
が
の
ち
に
法
制
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
沿
革
を
み
て
あ
き

ら
か
な
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
型
（
賃
金
補
充
型
）
家
族
手
当
制
度
は
、
本
来
使
用
者
が
個
々
的
に
支
払
う
べ
き
賃
金
の
一
部

を
共
同
連
帯
に
よ
っ
て
支
払
う
こ
と
を
本
質
と
し
、
ま
た
共
同
連
帯
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
成
功
を
糸
た
も
の
で
あ
る
。
わ
が
現
行
児
童
手

当
法
は
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
型
（
福
祉
国
家
型
）
の
要
素
を
も
加
味
し
、
被
用
者
以
外
の
者
に
対
す
る
手
当
の
原
資
は
国
（
六
分
の

四
）
、
都
道
府
県
、
市
町
村
（
そ
れ
ぞ
れ
六
分
の
一
ず
つ
）
の
公
費
負
担
で
あ
る
が
、
被
用
者
に
つ
い
て
も
十
分
の
三
が
公
費
負
担
で
、
残

り
の
十
分
の
七
を
使
用
者
が
負
担
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
（
児
童
手
当
法
一
八
条
）
。
し
か
し
十
分
の
七
で
は
あ
る
が
、
そ
の
分
に
つ

い
て
は
使
用
者
の
共
同
連
帯
関
係
が
設
定
さ
れ
て
い
る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
使
用
者
の
責
任
の
集
団
化
、
あ
る
い
は
集
団
責
任
の
創
設
は
、
今
日
の
労
働
立
法
上
、
あ
る
い
は
社
会
保
障
立
法

上
多
岐
の
側
面
に
お
い
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
対
象
を
労
働
立
法
に
限
定
す
る
が
、
そ
の
労
働
立
法
上
の
集
団
責
任
も
そ
れ
ぞ

れ
の
あ
ら
わ
れ
方
、
あ
ら
わ
れ
る
意
味
や
根
拠
は
一
様
で
は
な
い
。
前
述
の
四
例
に
つ
い
て
い
え
ば
、
労
災
保
険
は
遮
大
な
頓
に
上
る
補

償
責
任
の
使
用
者
に
よ
る
危
険
分
散
と
い
う
よ
り
は
、
そ
の
老
大
化
す
る
額
の
故
に
困
難
と
な
る
補
償
の
円
滑
化
、
実
効
性
確
保
を
図
る



さ
て
、
従
来
の
（
現
在
で
も
）
労
働
保
護
法
の
支
配
的
形
態
は
、
労
基
法
に
典
型
的
に
承
ら
れ
る
よ
う
に
法
Ⅱ
国
家
に
よ
る
個
別
使
用

者
に
対
す
る
各
般
の
義
務
の
設
定
で
あ
っ
た
。
集
団
責
任
は
労
働
者
保
護
の
観
点
か
ら
、
｝
」
の
従
来
の
支
配
的
手
法
に
よ
っ
て
は
不
十
分

最
近
の
労
働
立
法
に
お
け
る
若
干
の
動
向
に
つ
い
て
③

一
七

も
の
で
、
そ
の
意
味
で
労
働
保
護
法
上
必
然
的
な
も
の
で
あ
る
。
四
事
業
に
つ
い
て
は
悪
休
業
手
当
支
給
の
共
同
化
で
あ
る
雇
用
調
整
給

付
金
の
よ
う
な
制
度
も
あ
る
が
、
総
じ
て
い
え
ば
失
業
の
予
防
、
雇
用
の
促
進
に
つ
い
て
従
来
に
な
か
っ
た
労
働
者
の
保
護
業
務
の
集
団

的
使
用
者
責
任
の
創
設
で
、
そ
の
必
然
性
は
労
災
保
険
ほ
ど
強
い
も
の
で
は
な
い
。
賃
金
支
払
確
保
法
に
よ
る
立
替
払
制
は
、
企
業
の
倒

産
な
ど
に
よ
る
個
念
的
使
用
者
の
賃
金
不
払
を
全
使
用
者
に
よ
っ
て
カ
ハ
ー
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
労
働
者
の
企
業
倒
産
に
際
し
て
の

賃
金
を
保
護
し
よ
う
と
す
る
か
ぎ
り
、
そ
し
て
国
が
公
費
に
よ
っ
て
個
登
の
使
用
者
の
不
払
賃
金
を
肩
代
り
す
る
こ
と
に
妥
当
性
を
か
く

も
の
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
以
上
、
な
か
ば
必
然
的
制
度
で
あ
る
。
身
障
者
の
雇
用
率
、
雇
用
納
付
金
制
度
は
、
も
と
よ
り
全
事
業
主
に

よ
る
身
障
者
の
雇
用
確
保
で
あ
る
が
、
雇
用
確
保
が
身
障
者
に
と
っ
て
最
善
の
も
の
で
あ
る
か
ぎ
り
、
そ
し
て
そ
の
雇
用
す
る
も
の
が
事

業
主
で
し
か
な
い
か
ぎ
り
必
然
的
で
あ
る
。
ま
た
雇
用
率
制
度
を
と
っ
た
以
上
、
各
事
業
主
の
公
平
化
を
図
り
、
競
争
条
件
を
均
整
化
す

る
た
め
の
納
付
金
制
度
も
不
可
避
で
あ
ろ
う
（
こ
の
場
合
、
雇
用
率
達
成
を
罰
則
に
よ
っ
て
強
制
す
る
方
法
も
あ
る
が
）
。

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
を
同
日
に
論
ず
る
こ
と
に
は
危
険
も
と
も
な
う
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
に
共
通
す
る
こ
と
は
、
す
べ

て
、
労
働
者
保
護
の
た
め
の
使
用
者
責
任
の
集
団
化
、
あ
る
い
は
集
団
責
任
の
創
設
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
、
個
念
の
制
度
に
つ

い
て
染
た
ご
と
く
、
単
な
る
「
集
団
」
責
任
で
は
な
く
、
程
度
に
差
は
あ
れ
、
多
か
れ
少
な
か
れ
使
用
者
の
な
か
で
の
相
対
的
強
者
に
よ

る
相
対
的
弱
者
の
援
助
の
要
素
を
お
び
て
い
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
全
使
用
者
の
「
共
同
連
帯
」
を
本
質
と
す
る
も
の
と
と
ら
え
う

る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
こ
の
共
通
す
る
側
面
に
し
ぼ
っ
て
、
そ
の
労
働
立
法
史
上
あ
る
い
は
法
理
論
史
上
の
意
義
を
考
察
す
る
こ
と
と

し
た
い
。



そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
集
団
黄
任
原
理
は
将
来
よ
り
一
層
発
展
、
充
実
さ
せ
ら
れ
て
よ
い
は
ず
の
も
の
で
あ
る
。
既
存
の
制
度
に
つ

い
て
承
れ
ば
、
た
と
え
ば
賞
金
支
払
確
保
法
に
お
い
て
、
立
替
え
払
い
さ
れ
る
ケ
ー
ス
や
額
を
拡
大
し
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
財

源
さ
え
許
せ
ば
返
還
さ
れ
る
必
要
も
な
い
と
思
わ
れ
る
（
安
易
な
不
払
防
止
の
措
圃
は
何
ら
か
の
方
法
で
必
要
で
あ
ろ
う
が
）
。
ま
た
将
来

こ
の
原
理
が
適
用
さ
れ
、
立
法
化
が
進
め
ら
れ
る
べ
き
余
地
も
広
い
で
あ
ろ
う
。
さ
し
あ
た
っ
て
は
中
高
年
齢
者
雇
用
促
進
法
上
も
、
雇

用
率
制
度
の
強
化
、
あ
る
い
は
納
付
金
制
度
の
創
設
も
考
慮
さ
れ
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
安
全
衛
生
面
、
職
業
訓
練
面
、

雇
用
保
障
面
へ
の
集
団
化
の
進
展
の
余
地
は
大
き
い
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
も
し
こ
の
よ
う
な
動
向
が
進
展
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
労
働
者
の
雇
用
関
係
は
個
含
の
使
用
者
と
の
間
で
は

な
く
、
一
体
と
し
て
の
使
用
者
集
団
と
の
間
に
結
ば
れ
る
と
い
う
要
素
を
濃
厚
化
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
集
団
的
労
働
関
係
法
上

は
従
前
か
ら
顕
著
な
こ
と
で
あ
る
（
労
働
組
合
と
使
用
者
集
団
と
の
団
交
）
が
、
こ
れ
が
個
別
的
労
働
関
係
法
、
あ
る
い
は
雇
用
保
障
法

の
側
面
に
お
い
て
も
強
化
さ
れ
る
と
染
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
も
た
ら
す
も
の
は
、
生
存
権
原
理
の
進
展
に
よ
る
労
働
者
の
保
護
の

最
近
の
労
働
立
法
に
お
け
る
若
干
の
動
向
に
つ
い
て
③

一
八

な
面
を
集
団
化
と
い
う
手
法
に
よ
っ
て
補
う
目
的
を
も
つ
と
承
ら
れ
る
も
の
で
、
そ
れ
自
体
労
働
法
上
積
極
的
に
評
価
で
き
る
も
の
で
あ

る
。
も
と
よ
り
、
い
か
な
る
制
度
と
い
え
ど
も
完
全
を
期
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
雇
用
調
整
給
付
金
制
度
も
賃
金
支
払
確
保
法
も
、

そ
れ
ら
あ
る
が
故
に
使
用
者
に
安
易
な
休
業
、
あ
る
い
は
賃
金
不
払
を
助
長
す
る
お
そ
れ
を
も
つ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
使
用
者
の

集
団
化
に
よ
っ
て
、
よ
り
一
層
労
働
者
保
護
を
進
め
、
ま
た
集
団
化
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
達
成
さ
れ
る
労
働
者
保
護
の
場
面
も
存
す
る
以

上
、
集
団
化
自
体
は
基
本
的
に
は
肯
定
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
。
集
団
箕
任
は
、
従
来
の
労
働
保
護
法
を
個
別
使
用
者
の
次
元
か
ら
、
使
用

者
の
「
共
同
連
帯
」
の
原
理
の
も
と
に
、
「
集
団
」
の
次
元
に
引
上
げ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
は
労
働
立
法
史
上
大
き
な
意
味
が
認

め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。



前
進
の
前
に
は
、
も
は
や
個
別
使
用
者
の
力
の
承
で
は
応
じ
き
れ
ず
冠
集
団
と
し
て
の
使
用
者
が
相
手
方
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た

こ
と
で
あ
る
。
そ
の
労
働
者
保
護
の
前
進
を
促
す
も
の
は
単
に
理
念
的
な
も
の
で
は
な
く
、
資
本
主
義
生
産
機
構
の
進
展
、
高
度
化
と
い

う
、
ほ
か
な
ら
ぬ
資
本
Ⅱ
使
用
者
側
の
状
況
変
化
に
負
う
と
こ
ろ
大
で
あ
る
が
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
社
会
的
強
者
で
あ
る
と
は
い
え
、

も
は
や
単
独
の
使
用
者
で
は
支
え
き
れ
な
い
労
働
保
護
法
上
の
負
担
が
生
じ
て
い
る
こ
と
の
帰
結
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
あ

た
か
も
単
独
の
力
の
糸
で
は
使
用
者
に
抗
し
え
な
か
っ
た
労
働
者
が
団
結
Ⅱ
集
団
化
し
た
ご
と
く
、
現
在
で
は
強
化
さ
れ
た
労
働
者
の
生

存
権
の
た
め
に
使
用
者
が
集
団
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
姿
で
あ
る
。
そ
し
て
使
用
者
の
こ
の
集
団
化
は
、
直
接
に
は
労
働
者
保
護
の
た
め

の
手
段
と
し
て
で
あ
る
が
、
根
底
に
お
い
て
は
、
資
本
主
義
社
会
に
お
け
る
利
潤
追
及
者
と
し
て
の
、
と
く
に
労
働
者
に
対
す
る
関
係
で

の
使
用
者
の
一
体
関
係
が
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
使
用
者
連
帯
の
実
質
的
基
礎
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
ら
ぱ
、
こ
の

使
用
者
の
集
団
、
あ
る
い
は
共
同
連
帯
原
理
は
法
理
論
史
上
い
か
に
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

す
で
に
わ
れ
わ
れ
は
「
社
会
連
帯
」
あ
る
い
は
「
団
体
主
義
」
（
（
ご
』
」
の
具
冒
の
日
）
と
い
わ
れ
る
も
の
が
社
会
法
の
基
本
原
理
で
あ
る
こ

（
２
）
 

と
を
知
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
い
ま
ま
で
に
述
べ
た
事
業
主
の
「
共
同
連
帯
坑
あ
る
い
は
「
集
団
」
が
こ
の
理
論
系
譜
と
い
か
な
る
か
か
わ

り
を
も
つ
か
に
さ
し
あ
た
っ
て
の
関
心
が
も
た
れ
る
。
そ
の
場
合
、
社
会
法
原
理
と
し
て
の
「
社
会
連
帯
」
や
「
団
体
主
義
」
と
は
い
か

な
る
意
味
内
容
を
も
つ
の
か
、
就
中
、
こ
の
「
団
体
」
の
意
義
い
か
ん
が
ま
ず
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
場
合
、
そ
の
団
体
の
筆
頭
に
ま
ず
あ
げ
ら
れ
る
の
は
な
ん
と
い
っ
て
も
国
家
で
あ
る
。
不
朽
の
名
著
《
屋
巨
三
回
目
田
巨
ｇ
ｏ

ｏ
ロ
ー
ヨ
目
旨
因
呂
旨
且
・
に
お
い
て
、
前
世
紀
末
か
ら
イ
ギ
リ
ス
に
あ
ら
わ
れ
た
各
種
社
会
立
法
を
目
し
て
、
こ
れ
を
Ｃ
○
一
］
の
。
（
一
く
一
ｍ
目

の
あ
ら
わ
れ
と
し
て
と
ら
え
た
、
Ａ
・
Ｖ
・
ダ
イ
シ
ー
は
、
そ
の
基
本
原
理
を
「
関
係
者
の
自
由
な
管
理
に
委
さ
れ
て
も
よ
く
、
ま
た
し

ば
し
ば
委
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
ら
へ
の
国
家
の
活
動
な
い
し
干
渉
か
ら
生
ず
る
利
益
に
対
す
る
国
民
一
般
の
信
頼
」
と
理
解
す
る
。
そ
し

最
近
の
労
働
立
法
に
お
け
る
若
干
の
動
向
に
つ
い
て
③

一
九



最
近
の
労
働
立
法
に
お
け
る
若
干
の
動
向
に
つ
い
て
③

二
○

て
、
こ
こ
か
ら
立
法
に
直
接
影
響
を
与
え
る
一
一
次
的
原
理
（
の
色
ご
Ｒ
ａ
ロ
鼻
の
勺
円
冒
９
℃
］
の
）
と
し
て
、
①
保
護
理
念
の
雄
大
ｌ
労
働
者
、

小
作
人
、
婦
人
な
ど
の
保
謹
立
法
、
食
品
、
薬
品
の
販
売
に
関
す
る
法
律
、
②
契
約
自
由
の
制
限
ｌ
土
地
の
自
由
取
引
に
対
す
る
制
限

立
法
な
ど
、
③
（
と
く
に
取
引
に
お
け
る
）
団
体
的
活
動
の
好
み
ｌ
労
働
者
の
団
結
活
動
容
認
の
方
向
を
と
っ
た
一
八
七
五
年
の
団
結

（
３
）
 

法
、
近
代
仲
裁
法
、
④
利
益
の
平
等
化
Ｉ
義
務
教
育
立
法
、
労
働
者
災
害
補
償
法
な
ど
、
の
四
つ
を
分
析
す
る
。
こ
の
う
ち
と
く
に
③

に
お
い
て
は
、
労
働
組
合
の
ほ
か
に
も
種
会
の
団
体
が
考
え
ら
れ
、
民
間
レ
ベ
ル
で
の
各
種
団
体
が
団
体
主
義
原
理
の
担
い
手
と
し
て
登

場
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
ダ
イ
シ
ー
の
「
団
体
」
を
強
い
て
求
め
る
と
す
れ
ば
そ
の
中
心
は
や
は
り
国
家
で
あ
つ

（
４
）
 

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
団
体
主
義
原
理
が
、
歴
史
的
に
、
何
よ
り
も
国
家
権
力
に
よ
る
私
生
活
へ
の
介
入
、
干
渉
の
排
除
を
旗
印
と
し
て

成
立
し
た
個
人
責
任
主
義
の
対
立
物
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
以
上
、
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
は
、
Ｐ
・
ラ
ロ
ッ
ク
で
は
よ
り
明

確
で
あ
る
。
彼
は
社
会
法
（
権
）
は
団
体
に
よ
っ
て
の
糸
実
現
さ
れ
る
こ
と
を
一
つ
の
特
徴
と
し
て
と
ら
え
、
そ
の
社
会
法
の
責
任
団
体

の
筆
頭
と
し
て
ま
ず
国
家
を
あ
げ
る
。
彼
は
国
家
を
「
団
体
」
の
な
か
で
も
っ
と
も
標
準
的
な
形
態
（
句
。
ｎ
日
］
画
己
冒
⑩
８
巨
日
ロ
（
の
＠
の

、
の
陣
の
Ｄ
Ｃ
一
一
の
８
ぐ
愚
）
で
あ
り
、
国
民
共
同
体
の
政
治
的
、
法
的
表
現
で
あ
っ
て
、
所
得
配
分
、
医
療
組
織
、
教
育
組
織
、
労
働
立
法

（
５
）
 

制
定
な
ど
、
社
会
法
実
現
の
基
本
的
責
任
を
負
う
も
の
と
と
ら
え
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
ラ
ロ
ッ
ク
の
場
〈
ロ
、
そ
の
団
体
は
こ
れ

か
ぎ
ら
ず
、
地
方
諸
団
体
（
Ｑ
）
］
一
の
ｏ
ば
く
岸
の
の
一
只
凶
」
＄
）
、
商
エ
業
企
業
（
向
員
忌
己
風
の
①
の
冒
目
、
吋
回
』
の
②
の
庁
８
日
目
臼
、
圃
一
の
の
）
、
労

働
組
合
、
共
済
組
合
（
ｇ
ｏ
巨
己
の
目
①
ロ
蕨
曰
巨
冒
島
の
〔
の
⑫
）
、
社
会
的
目
的
を
も
つ
民
間
諸
団
体
（
し
脇
○
ｓ
囚
蔑
目
の
斤
○
甸
嘱
目
の
島
・
ロ

（
６
）
 

ロ
ュ
ぐ
の
①
の
四
旨
印
の
。
Ｑ
四
一
の
②
）
を
具
体
的
に
あ
げ
て
い
る
。
地
方
自
治
体
は
も
と
よ
り
、
市
民
法
原
理
Ⅱ
個
人
責
任
主
義
の
ひ
と
つ
の

発
露
と
ふ
ら
れ
る
ル
・
シ
ャ
プ
リ
ェ
法
二
七
九
一
年
）
が
同
業
組
合
の
禁
止
そ
の
他
民
間
団
体
を
否
定
的
に
扱
い
、
共
同
的
利
益
追
求

（
７
）
 

を
排
除
し
よ
う
と
し
た
こ
と
と
対
比
し
て
考
些
え
れ
ば
、
民
間
諸
団
体
も
ま
た
団
体
主
義
原
理
上
の
団
体
で
あ
る
こ
と
は
容
易
に
理
解
さ
れ



る
。
し
か
し
ラ
ロ
ッ
ク
で
は
個
念
の
民
間
企
業
も
団
体
主
義
上
の
責
任
を
負
う
の
で
あ
る
。

思
う
に
、
個
人
の
生
活
は
す
ぺ
て
個
人
が
負
い
、
ま
た
他
人
の
生
活
へ
の
不
干
渉
を
原
則
と
す
る
個
人
責
任
主
義
（
旨
曰
く
己
尽
胃
日
）

の
破
綻
か
ら
生
じ
た
そ
の
対
立
物
と
し
て
の
団
体
主
義
は
、
そ
の
進
展
と
と
も
に
、
ま
ず
、
個
人
責
任
主
義
が
も
っ
と
も
排
撃
し
て
や
ま

な
か
っ
た
団
体
の
な
か
の
も
っ
と
も
強
力
な
統
治
権
力
者
と
し
て
の
国
家
の
復
活
と
そ
れ
に
よ
る
構
成
員
の
生
活
へ
の
介
入
を
促
す
。
こ

れ
を
国
民
の
側
の
権
利
と
し
て
憲
法
規
範
に
ま
で
高
め
ら
れ
た
も
の
が
生
存
権
条
項
で
あ
る
。
こ
れ
を
も
っ
と
も
窮
極
的
な
し
の
と
し

て
、
そ
の
も
と
に
、
も
は
や
個
人
責
任
で
ば
た
ち
ゆ
か
な
く
な
っ
た
各
人
の
生
活
の
擁
護
の
た
め
に
、
か
つ
て
シ
ャ
プ
リ
ェ
法
が
禁
圧
し

た
私
人
間
の
団
体
Ｉ
し
か
し
そ
れ
は
共
同
的
利
益
追
求
の
た
め
の
団
体
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
個
々
の
構
成
員
の
利
益
の
た
め
の
団
体

で
あ
る
ｌ
を
容
認
し
、
助
長
す
る
。
し
か
し
団
体
主
義
は
そ
れ
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
そ
の
原
理
を
一
国
に
お
け
る
す
ぺ
て
の
構
成
員

に
お
よ
ぼ
さ
ず
に
は
お
か
な
い
。
個
人
と
い
え
ど
も
こ
の
原
理
の
照
射
を
受
け
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
も
と
で
は
、
個
人
は
も
は
や
利
己

的
、
排
他
的
、
孤
立
的
個
人
（
個
人
責
任
主
義
の
も
と
で
の
個
人
像
）
で
は
な
く
、
余
裕
が
あ
れ
ば
困
窮
す
る
他
の
個
人
を
援
け
る
べ
き

義
務
を
帯
び
た
個
人
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
市
民
社
会
で
あ
る
以
上
個
人
責
任
と
そ
の
も
と
で
の
人
間
像
は
終
局

的
に
消
滅
さ
せ
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
団
体
主
義
原
理
は
各
個
人
の
生
活
擁
護
の
必
要
の
限
度
に
お
い
て
鯵
透
し
、
個
人
は
両
原
理
の
照

射
を
う
け
た
一
一
重
人
格
者
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
時
代
と
と
も
に
個
人
に
お
よ
ぶ
団
体
主
義
原
理
が
増
大
し
て

い
る
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。

か
く
し
て
、
団
体
主
義
原
理
が
進
展
し
た
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
社
会
は
相
互
に
関
与
し
、
依
存
し
あ
う
個
人
の
集
団
と
な
る
が
、
こ
こ

に
み
ら
れ
る
各
個
人
の
関
係
が
社
会
連
帯
関
係
で
あ
る
。
こ
の
も
っ
と
も
代
表
的
な
立
法
例
は
累
進
課
税
制
と
そ
の
一
般
的
承
認
で
あ
る

が
、
心
身
障
害
者
対
策
基
本
法
五
条
も
、
心
身
障
害
者
に
対
す
る
関
係
に
局
限
さ
れ
る
と
は
い
え
国
民
ひ
と
り
ひ
と
り
に
課
さ
れ
た
連

一一一
最
近
の
労
働
立
法
に
お
け
る
若
干
の
動
向
に
つ
い
て
③



こ
の
よ
う
に
理
解
す
れ
ば
、
現
に
労
働
法
上
課
さ
れ
て
い
る
使
用
者
の
義
務
は
、
そ
れ
が
単
独
で
負
担
さ
れ
よ
う
と
集
団
で
負
担
さ
れ
よ

う
と
、
要
す
る
に
団
体
主
義
原
理
か
ら
く
る
義
務
で
あ
っ
て
本
質
的
差
異
は
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。
ど
の
形
で
そ
の
負
担
が
課
せ
ら
れ
る

か
は
単
な
る
立
法
政
策
、
さ
ら
に
立
法
技
術
上
の
問
題
の
ご
と
く
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
立
法
政
策
に
よ
っ
て
労
働
法
上
使
用
者
の
団

体
責
任
と
さ
れ
た
場
合
の
そ
の
団
体
は
、
労
働
組
合
、
共
済
組
合
、
同
業
組
合
な
ど
構
成
員
そ
れ
ぞ
れ
の
利
益
の
た
め
に
結
合
し
た
民
間

レ
ベ
ル
の
諸
団
体
と
は
異
っ
た
性
格
を
も
つ
点
に
は
注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
団
体
責
任
主
義
が
個
人
責
任
主
義
の
破
綻
か
ら
生
じ

た
点
か
ら
み
れ
ば
、
事
業
者
の
団
体
主
義
上
の
「
団
体
」
と
し
て
も
つ
と
も
ふ
さ
わ
し
い
団
体
は
、
カ
ル
テ
ル
行
為
に
典
型
的
に
ふ
ら
れ

る
企
業
結
合
、
同
業
組
合
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
団
体
は
事
業
者
団
体
と
し
て
、
現
在
は
独
禁
法
上
の
規
制
に
服
し
て
い
る
が
（
独

禁
法
八
条
以
下
）
、
同
法
上
の
例
外
措
置
と
し
て
、
各
種
立
法
に
よ
っ
て
無
数
に
認
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
同
じ
事
業
主
団
体

で
あ
っ
て
も
、
こ
の
団
体
（
な
い
し
結
合
）
は
、
経
済
社
会
の
進
展
、
な
か
ん
づ
く
、
競
争
関
係
の
激
化
に
よ
っ
て
、
事
業
主
間
に
自
生

最
近
の
労
働
立
法
に
お
け
る
若
干
の
動
向
に
つ
い
て
③

一一一一

帯
関
上
の
義
務
を
宣
明
し
た
し
の
と
し
て
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
事
業
主
も
ま
た
国
家
の
構
成
員
で
あ
る
以
上
、
ま
ず
こ
の
原

理
に
服
し
、
弱
者
の
た
め
に
応
分
の
寄
与
を
な
す
べ
き
義
務
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
事
業
主
の
義
務
は
単
な
る
一
国
民
の

立
場
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
第
一
に
事
業
主
は
資
本
主
義
社
会
に
お
け
る
利
潤
取
得
者
と
し
て
、
労
働
者
を
中
心
と
す
る
他
の
大

部
の
国
民
に
対
し
経
済
的
に
優
位
な
地
位
に
あ
る
こ
と
、
第
二
に
、
そ
の
利
潤
は
多
く
の
労
働
者
を
雇
用
す
る
関
係
の
な
か
か
ら
生
ず
る

も
の
で
あ
る
に
反
し
、
そ
の
労
働
者
は
事
業
主
に
対
す
る
労
務
の
提
供
に
全
生
活
を
依
存
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
総
合
し
て
い
わ

ゆ
る
「
企
業
の
社
会
的
責
任
」
の
有
力
な
基
礎
と
な
る
が
、
第
二
の
立
場
は
使
用
者
、
す
な
わ
ち
労
働
者
を
使
用
し
、
そ
の
使
用
す
る
労

働
者
と
の
関
係
で
生
ず
る
も
の
で
、
主
と
し
て
労
働
法
、
社
会
保
障
法
の
分
野
に
労
働
者
保
護
義
務
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
あ
ら
わ
れ

る
。



的
に
生
じ
た
も
の
で
、
一
人
の
力
で
解
決
で
き
な
い
も
の
を
結
合
Ⅱ
集
団
に
よ
っ
て
達
成
し
よ
う
と
す
る
点
で
労
働
組
合
と
同
じ
で
あ

る
。
要
す
る
に
構
成
員
の
利
益
の
た
め
の
組
織
形
成
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
本
稿
の
主
題
で
あ
る
労
働
法
上
の
使
用
者
団
体
は
、
労
働
者

の
利
益
の
た
め
の
団
体
で
あ
っ
て
、
自
ら
は
不
利
を
甘
受
す
る
性
格
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
同
業
組
合
は
相
互
の
利
益
擁
護
の
た

め
に
自
生
的
に
発
生
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
労
働
法
上
の
事
業
主
の
集
団
化
は
、
原
則
と
し
て
法
に
よ
っ
て
強
制
さ
れ
て
は
じ
め
て
成
立

す
る
。
こ
の
点
は
、
前
者
が
独
禁
法
理
上
、
法
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
る
の
と
好
対
照
を
な
す
。
後
者
に
つ
い
て
の
法
的
強
制
の
原
理
に
つ

い
て
は
す
で
に
述
べ
た
ご
と
く
、
資
本
主
義
経
済
の
高
度
化
に
よ
っ
て
強
め
ら
れ
た
労
働
者
保
護
の
要
請
の
た
め
に
は
使
用
者
と
い
え
ど

も
個
含
の
使
用
者
で
は
対
応
で
き
ず
、
そ
れ
に
応
ず
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
そ
こ
に
出
現
し
た
団
体
は
単
な
る
構
成
員
の
集

合
体
で
は
な
く
、
そ
れ
自
体
の
な
か
に
、
労
働
者
保
護
の
目
的
実
現
と
の
関
連
に
お
い
て
構
成
員
間
に
強
い
連
帯
関
係
、
具
体
的
に
は
大

事
業
主
に
よ
る
小
事
業
主
の
援
助
関
係
が
設
定
さ
れ
て
い
る
も
の
が
存
在
す
る
と
い
う
特
色
を
も
つ
の
で
あ
る
。
か
か
る
使
用
者
間
連
帯

の
関
係
は
、
あ
た
か
も
社
会
的
弱
者
救
済
の
た
め
の
大
原
理
と
し
て
の
マ
ク
ロ
的
な
団
体
主
義
Ⅱ
社
会
連
帯
の
世
界
に
お
け
る
、
労
働
者

保
護
の
た
め
の
ミ
ク
ロ
・
コ
ス
モ
ス
と
し
て
の
社
会
連
帯
の
観
を
呈
す
る
。

（
註
）

（
１
）
世
界
に
お
け
る
児
童
手
当
制
の
概
略
に
つ
い
て
ば
、
「
児
童
手
当
制
度
」
（
昭
四
一
年
、
日
本
児
童
福
祉
協
会
）
な
ど
参
照
。

（
２
）
「
社
会
連
帯
」
な
る
語
は
、
す
で
に
述
べ
た
ご
と
く
、
心
身
障
害
者
対
策
基
本
法
五
条
、
身
体
障
害
者
雇
用
促
進
法
二
条
の
二
に
あ
ら
わ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
「
団
体
主
義
」
に
つ
い
て
は
、
憲
法
に
生
存
権
条
項
を
も
つ
わ
が
国
で
は
社
会
法
原
理
は
も
っ
ぱ
ら
生
存
権
を
中
心
と
し

て
説
明
さ
れ
て
い
て
、
現
在
で
は
こ
れ
は
ほ
と
ん
ど
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
Ａ
・
ｖ
ダ
イ
シ
ー
を
筆
頭
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
で
は
員
○
。
］
］
円

匪
１
，
日
ご
と
し
て
把
握
さ
れ
、
現
在
に
及
ん
で
い
る
（
。
碩
后
伜
印
日
①
ロ
：
禽
曰
冨
臣
三
．
『
の
。
。
且
、
の
２
１
三
薯
（
■
貝
（
の
【
三
・
Ｈ
岳
⑪
》
ご
『
ぬ
）
》

己
已
．
⑰
－
『
な
ど
参
照
）
。
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
国
の
『
『
の
Ｆ
シ
【
ｃ
ｃ
己
同
》
ｓ
旦
芹
色
の
二
）
Ｃ
日
日
の
》
庁
『
四
『
畠
⑩
Ｃ
ａ
囚
｝

最
近
の
労
働
立
法
に
お
け
る
若
干
の
動
向
に
つ
い
て
③
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以
上
に
お
い
て
、
使
用
者
の
集
団
寅
任
の
労
働
法
上
の
意
義
を
た
し
か
め
、
法
理
論
史
的
考
察
を
な
し
た
。
残
さ
れ
た
問
題
は
、
こ
れ

と
社
会
保
障
法
の
構
造
原
理
と
が
い
か
な
る
関
係
に
立
つ
か
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
労
働
法
と
社
会
保
障
法
と
の
か
か
わ
り
の
問
題
と
も

つ
な
が
る
が
、
両
者
の
生
成
の
過
程
か
ら
承
れ
ば
、
前
者
の
方
が
先
行
し
た
。
後
者
は
労
働
（
者
）
保
険
と
し
て
、
当
初
は
前
者
と
結
合

し
な
が
ら
、
む
し
ろ
こ
れ
の
一
部
と
し
て
発
達
し
、
や
が
て
社
会
保
険
法
と
し
て
次
第
に
独
立
の
法
領
域
を
形
成
し
は
じ
め
る
・
こ
れ
が

社
章
朧
の
鬮
藷
形
態
で
あ
る
が
、
単
に
労
働
者
の
承
な
ら
ず
、
鬮
鳧
全
般
の
生
活
危
機
が
強
震
る
に
つ
れ
ｌ
時
期
的
に
は
第
二
次

大
戦
前
後
ｌ
ベ
パ
リ
ッ
ジ
改
轤
に
菱
的
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
社
会
保
障
の
も
う
一
方
の
艤
型
と
象
ら
れ
ろ
古
典
的
救
貧
法
の
流
れ

（
１
）
 

を
も
包
摂
、
融
合
し
て
、
よ
り
普
遍
的
、
包
括
的
、
統
一
的
な
、
そ
し
て
強
力
な
国
家
責
任
原
理
を
根
底
に
お
い
た
、
新
た
な
国
民
の
生

活
保
障
の
法
体
系
を
形
成
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
新
た
に
登
場
し
た
社
会
保
障
法
は
、
国
家
責
任
性
と
、
普
遍
性
、
包
括

性
（
あ
ら
ゆ
る
国
民
の
あ
ら
ゆ
る
生
活
危
機
を
カ
バ
ー
す
る
理
念
）
の
ゆ
え
に
、
国
民
の
生
活
保
障
関
連
法
の
王
座
に
つ
く
こ
と
に
な
る
。

い
◎

（
５
，
６
）
 

（
７
）
く

最
近
の
労
働
立
法
に
お
け
る
若
干
の
動
向
に
つ
い
て
⑧

二
四

９
℃
Ｃ
』
旨
色
巨
の
の
。
◎
団
］
③
罰
Ｓ
閂
◎
津
⑰
。
。
旨
］
Ｚ
。
．
］
画
嘗
ご
ｇ
）
己
．
＆
『
の
ぽ
い
・
な
ど
。

（
３
）
シ
・
ぐ
・
ロ
】
８
］
・
倉
田
回
君
伊
ロ
ー
田
巨
ワ
］
】
◎
○
つ
ご
－
．
ロ
日
向
曰
碩
】
四
口
ｇ
ご
画
且
の
二
・
》
己
ロ
・
頤
９
１
畠
⑪
’

（
４
）
ダ
ィ
シ
ー
の
量
、
。
］
］
の
日
ご
窃
日
》
》
は
立
法
で
の
個
人
主
義
に
対
立
す
る
ア
ン
チ
・
テ
ー
ゼ
と
し
て
便
宜
的
に
漠
然
と
使
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ

て
（
・
已
・
・
岸
・
も
．
段
口
・
芹
２
）
・
そ
の
「
団
体
」
の
正
確
な
意
味
内
容
を
求
め
る
こ
と
は
本
来
無
意
味
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

Ｕ
）
勺
・
田
シ
田
Ｃ
Ｄ
ご
ロ
・
Ｃ
Ｐ
Ｄ
岸
・
》
ご
・
⑦
鴎
］
。

く
わ
し
く
は
、
恒
藤
武
一
一
「
フ
ラ
ン
ス
労
働
法
史
」
（
日
本
評
論
新
社
、
法
律
学
体
系
、
法
学
理
論
篇
、
昭
和
一
一
一
○
年
）
三
○
頁
以
下
参
照
。

〔
四
〕
使
用
者
の
集
団
責
任
と
社
会
保
障
の
法
構
造



こ
れ
を
さ
き
に
述
べ
た
団
体
主
義
理
論
に
て
ら
せ
ば
、
そ
れ
は
団
体
主
義
原
理
の
も
っ
と
も
発
展
し
た
形
態
と
い
う
べ
き
も
の
が
あ

る
。
さ
き
に
述
べ
た
ご
と
く
、
団
体
主
義
に
お
け
る
「
団
体
」
の
も
っ
と
も
窮
極
的
、
根
元
的
な
も
の
は
国
家
で
あ
る
が
、
同
じ
団
体
主

義
の
発
現
で
あ
る
労
働
法
、
と
く
に
労
働
保
護
法
が
個
別
的
労
使
関
係
の
場
を
前
提
と
し
て
、
労
働
者
保
護
の
た
め
に
国
家
に
よ
る
使
用

者
に
対
す
る
一
定
の
作
為
、
ま
た
は
不
作
為
の
義
務
づ
け
の
形
を
と
っ
た
の
と
異
り
、
社
会
保
障
法
で
は
、
全
国
民
を
対
象
と
し
て
、
国

家
が
直
接
的
に
国
民
の
生
活
保
障
を
な
す
形
を
と
る
点
か
ら
み
て
、
こ
の
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
ろ
う
。
社
会
保
障
法
に
お
い
て
は
、
国

家
は
単
に
国
民
に
一
定
の
行
為
を
命
ず
ろ
権
力
主
体
と
し
て
の
機
能
の
み
な
ら
ず
、
み
ず
か
ら
の
財
源
に
よ
る
国
民
の
直
接
的
保
障
を
な

し
、
そ
の
団
体
主
義
的
機
能
を
全
面
的
に
発
揮
す
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
前
述
し
た
ご
と
く
、
団
体
主
義
理
論
か
ら
み
た
場
合
、
そ
の
団
体
主
義
原
理
上
の
機
能
な
い
し
責
任
を
担
う
も
の
は

ひ
と
り
国
家
だ
け
で
は
な
い
。
前
述
の
よ
う
に
、
地
方
自
治
体
の
よ
う
な
公
的
団
体
は
も
と
よ
り
、
労
働
組
合
、
共
済
組
合
な
ど
資
本
主

義
社
会
に
お
け
る
被
保
障
者
の
自
助
的
団
体
か
ら
事
業
主
団
体
、
あ
る
い
は
個
と
の
事
業
主
、
さ
ら
に
個
々
の
個
人
に
い
た
る
ま
で
、
お

よ
そ
社
会
の
す
べ
て
の
構
成
員
に
も
お
よ
び
、
き
わ
め
て
多
層
的
な
構
造
を
と
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
団
体
主
義
に
お
け
る

多
層
的
な
責
任
構
造
は
社
会
保
障
法
の
分
野
に
も
お
よ
ぶ
。
こ
こ
で
い
か
な
る
責
任
構
造
が
と
ら
れ
る
か
は
、
時
と
と
も
に
変
化
し
、
政

策
的
要
素
も
入
る
と
し
て
も
、
根
本
的
に
は
そ
の
法
目
的
に
て
ら
し
た
論
理
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
目
下
の
と
こ
ろ
、
国
家
、
地
方

自
治
体
、
事
業
主
（
使
用
者
）
、
被
保
障
者
で
も
あ
る
個
人
の
四
重
構
造
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
の
中
核
は
も
ち
ろ
ん
国
家
で
あ
る
こ

と
は
前
述
の
と
お
り
で
、
立
法
権
の
行
使
に
よ
る
立
法
の
推
進
と
、
財
源
負
担
の
両
面
で
の
責
任
を
負
担
し
、
団
体
主
義
原
理
の
進
展
と

と
も
に
そ
の
ウ
ェ
イ
ト
を
増
大
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
地
方
自
治
体
も
こ
れ
に
準
じ
た
性
格
を
も
ち
、
目
下
は
法
運
営
上
の
事
務
負
担
の

ほ
か
生
活
保
護
費
、
児
童
手
当
費
、
国
民
健
康
保
険
費
な
ど
若
干
の
財
源
負
担
を
な
し
て
い
る
。
被
保
障
老
た
る
個
人
は
、
い
わ
ゆ
る
社

最
近
の
労
働
立
法
に
お
け
る
若
干
の
動
向
に
つ
い
て
③
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最
近
の
労
働
立
法
に
お
け
る
若
干
の
動
向
に
つ
い
て
③

一一一ハ

会
保
険
に
お
け
る
保
険
料
負
担
の
形
で
参
加
す
る
。
こ
の
負
担
は
、
自
己
が
将
来
受
取
る
給
付
に
対
応
す
る
拠
出
と
し
て
、
第
一
義
的
に

は
個
人
責
任
原
理
に
立
脚
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
健
康
保
険
や
雇
用
保
険
に
お
け
る
被
保
険
者
の
拠
出
に
典
型
的
に
み
ら

れ
る
よ
う
に
、
被
保
険
者
の
拠
出
は
給
付
と
対
応
せ
ず
、
そ
こ
に
は
社
会
連
帯
た
る
団
体
主
義
原
理
が
強
く
で
て
い
る
。
こ
れ
ら
被
保
険

者
は
、
客
観
的
に
は
、
使
用
者
と
と
も
に
各
保
険
制
度
ご
と
に
団
体
主
義
的
意
味
で
の
団
体
を
形
成
し
て
い
る
と
承
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
事
業
主
（
使
用
者
）
も
ま
た
社
会
保
障
法
に
お
け
る
重
要
な
責
任
主
体
と
し
て
参
加
す
る
。
事
業
主
の
団
体
主
義
法
上
の
立
場

に
は
二
面
性
が
あ
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
彼
は
社
会
の
一
構
成
員
と
し
て
、
し
か
し
資
本
主
義
社
会
に
お
け
る
利
得
者
Ⅱ
社
会
的
強

者
と
し
て
の
面
に
お
い
て
、
さ
ら
に
労
働
者
の
雇
主
Ⅱ
使
用
者
と
し
て
そ
の
雇
用
労
働
者
保
謹
の
面
に
お
い
て
、
二
重
に
団
体
主
義
原
理

の
照
射
を
受
け
る
。
現
行
社
会
保
障
法
上
の
被
用
者
保
険
へ
の
瓢
業
主
負
担
は
、
各
嚇
業
主
が
雇
用
す
る
労
働
者
の
生
活
保
障
の
た
め
の

拠
出
と
し
て
の
性
格
が
強
く
、
こ
の
第
二
の
立
場
に
基
づ
く
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
と
く
に
健
康
保
険
に
お
い
て
は
、
企
業
ご
と

に
組
織
さ
れ
る
組
合
管
掌
の
場
合
に
は
、
使
用
者
と
そ
の
直
接
の
雇
用
労
働
者
と
が
一
体
と
な
っ
た
一
つ
の
連
帯
的
組
織
が
、
政
府
管
掌

の
場
合
で
も
、
そ
こ
に
吸
収
さ
れ
る
労
使
一
体
の
組
織
が
形
成
さ
れ
る
。
こ
の
労
使
一
体
と
な
っ
た
連
帯
的
組
織
と
し
て
の
色
彩
は
、
健

康
保
険
以
外
で
も
労
資
双
方
負
担
の
社
会
保
険
に
は
多
か
れ
少
な
か
れ
客
観
的
に
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
組
織
は
、
と
り

も
な
お
さ
ず
、
団
体
主
義
の
大
原
理
の
も
と
に
お
け
る
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
を
達
成
す
る
か
ぎ
り
で
の
ミ
ク
ロ
・
コ
ス
モ
ス
と
し
て
の
団

そ
し
て
、
か
か
る
団
体
と
し
て
、
事
業
主
Ⅱ
使
用
者
の
糸
で
組
織
さ
れ
た
形
で
社
会
保
障
法
に
参
加
す
る
も
の
に
児
童
手
当
制
度
と
労

災
保
険
が
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
述
べ
た
ご
と
く
、
わ
が
国
の
場
合
国
庫
も
負
担
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
こ
の
関
係
は
明
白
に

あ
ら
わ
れ
て
い
な
い
が
、
フ
ラ
ン
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
型
の
家
族
手
当
制
度
に
は
顕
著
で
あ
る
。
使
用
者
の
連
帯
組
織
に
よ
る
所
属
の
所
帯
も

屯
な
お
さ
ず
、
団
些

体
と
認
め
ら
れ
る
。



ち
雇
用
労
働
者
の
生
活
保
障
を
図
る
制
度
と
し
て
、
当
初
は
労
働
法
の
領
域
に
発
生
し
な
が
ら
、
や
が
て
国
家
的
生
活
保
障
体
系
Ⅱ
社
会

保
障
法
体
系
の
一
環
と
し
て
国
家
的
制
度
の
な
か
に
組
承
入
れ
ら
れ
る
。
フ
ラ
ン
ス
、
、
ヘ
ル
ギ
ー
型
児
童
手
当
法
制
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ

る
使
用
者
団
体
は
、
社
会
保
障
法
中
の
団
体
主
義
的
団
体
と
し
て
も
っ
と
も
顕
著
な
も
の
で
あ
る
。

労
災
保
険
は
社
会
保
険
の
一
つ
と
し
て
一
般
に
理
解
さ
れ
て
き
た
が
、
も
と
も
と
は
個
別
的
使
用
者
の
労
災
補
償
責
任
を
付
保
す
る
責

任
保
険
的
性
格
の
も
の
と
し
て
発
達
し
て
き
た
。
こ
こ
に
形
成
さ
れ
た
使
用
者
団
体
は
、
単
な
る
私
保
険
と
し
て
の
責
任
保
険
で
な
く
、

す
ぐ
れ
て
団
体
主
義
的
性
格
を
も
っ
た
使
用
者
の
共
同
連
帯
的
組
織
で
あ
っ
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
し
か
し
そ
の
給
付
は
、
私
見
に

よ
れ
ば
損
失
補
て
ん
的
性
格
を
も
つ
労
基
法
上
の
使
用
者
責
任
履
行
の
代
行
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
労
働
法
的
次
元
に
立
つ
も
の
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
国
家
が
全
国
民
の
全
生
活
危
機
を
直
接
的
に
保
障
し
よ
う
と
す
る
社
会
保
障
法
の
進
展
と
と
も
に
、
労
働
災
害
も
そ
の
国

民
生
活
危
機
の
一
つ
と
し
て
と
ら
え
、
労
災
保
険
の
限
界
を
突
破
し
つ
つ
、
そ
れ
を
社
会
保
障
法
体
系
に
包
摂
化
す
る
動
向
を
と
る
こ
と

に
な
る
。
そ
の
結
果
、
給
付
の
本
質
は
生
活
保
障
へ
と
変
質
し
、
給
付
形
態
、
給
付
額
、
保
障
範
囲
、
財
源
負
担
関
係
な
ど
補
償
構
造
に

さ
ま
ざ
ま
な
変
化
が
生
ず
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
こ
れ
が
徹
底
さ
れ
た
場
合
に
は
、
す
べ
て
の
私
傷
病
保
障
と
一
体
化
さ
れ
て
、
独
自

的
存
在
と
し
て
の
労
災
保
険
も
、
そ
こ
で
形
成
さ
れ
た
使
用
者
集
団
も
、
と
も
に
解
体
さ
れ
る
運
命
と
な
る
（
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
の
例
）
。

目
下
の
と
こ
ろ
、
私
見
に
よ
れ
ば
わ
が
国
も
含
め
て
、
多
く
の
国
で
は
そ
こ
ま
で
徹
底
せ
ず
、
社
会
保
障
化
へ
の
過
渡
的
形
態
と
し
て
、

労
災
保
険
の
独
自
性
と
、
し
た
が
っ
て
そ
の
保
険
集
団
と
し
て
の
使
用
者
団
体
も
存
続
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
を
社
会
保
障

へ
の
過
渡
的
形
態
と
認
識
す
る
か
ぎ
り
、
そ
の
社
会
保
障
化
の
度
合
い
に
応
じ
て
、
同
じ
使
用
者
集
団
で
も
そ
の
性
格
に
変
化
を
生
ぜ
し

め
る
に
い
た
る
。
労
働
法
的
意
味
で
の
使
用
者
団
体
は
、
被
災
労
働
者
へ
の
補
償
確
保
の
団
体
で
あ
っ
た
が
、
社
会
保
障
化
へ
の
過
程
上

の
も
の
で
は
、
国
家
に
よ
る
国
民
の
全
生
活
危
機
に
対
す
る
直
接
的
生
活
保
障
制
度
へ
の
団
体
主
義
的
参
加
の
た
め
の
団
体
と
し
て
の
色

最
近
の
労
働
立
法
に
お
け
る
若
干
の
動
向
に
つ
い
て
③

二
七



最
近
の
労
働
立
法
に
お
け
る
若
干
の
動
向
に
つ
い
て
③

二
八

彩
を
お
び
る
こ
と
に
な
る
。
私
は
社
会
保
障
化
動
向
を
肯
定
す
る
が
、
そ
れ
を
徹
底
し
た
場
合
で
も
、
労
働
災
害
が
使
用
者
の
業
務
と
の

関
連
で
発
生
し
て
い
る
（
業
務
関
連
性
。
従
来
の
業
務
上
概
念
よ
り
広
い
も
の
と
し
て
と
ら
え
る
）
点
を
重
視
し
、
そ
の
保
障
財
源
は
、

（
２
）
 

労
働
者
は
無
負
担
と
し
、
主
と
し
て
使
用
者
が
負
担
す
べ
し
と
の
立
場
を
と
る
た
め
、
こ
の
関
係
で
労
災
保
障
集
団
と
し
て
の
使
用
者
団

体
は
最
後
ま
で
残
る
べ
き
も
の
と
な
る
が
、
そ
の
場
合
の
団
体
の
性
格
は
こ
の
よ
う
に
変
化
す
る
の
で
あ
る
。

以
上
で
事
業
主
Ⅱ
使
用
者
団
体
と
社
会
保
障
法
と
の
関
係
の
概
略
を
ゑ
た
。
労
働
法
と
い
い
社
会
保
障
法
と
い
っ
て
も
、
同
じ
く
団
体

主
義
原
理
か
ら
生
じ
た
法
領
域
で
は
あ
る
が
、
こ
の
原
理
に
立
つ
社
会
立
法
の
発
展
史
上
、
最
初
は
労
働
者
保
護
の
た
め
に
、
労
使
関
係

の
場
を
前
提
と
し
て
、
個
別
使
用
者
に
一
定
の
義
務
を
負
わ
せ
る
形
で
の
労
働
法
が
あ
ら
わ
れ
る
。
し
か
し
あ
る
労
働
者
保
護
の
措
極
を

と
る
た
め
に
は
個
奇
の
使
用
者
の
力
の
承
を
も
っ
て
し
て
は
対
応
で
き
な
い
と
き
（
労
災
保
険
が
そ
の
典
型
）
、
あ
る
い
は
使
用
者
の
連

帯
を
当
然
に
要
請
す
る
よ
う
な
場
合
（
児
童
手
当
制
、
身
障
者
雇
用
率
、
納
付
金
制
な
ど
）
に
は
全
使
用
者
の
共
同
連
帯
と
し
て
の
ひ
と

つ
の
団
体
が
創
設
さ
れ
る
。
こ
の
労
働
法
か
ら
は
一
段
階
遅
れ
て
登
場
す
る
社
会
保
障
法
は
、
必
ず
し
も
労
使
関
係
の
場
を
前
提
と
せ

ず
、
国
家
に
よ
る
国
民
生
活
の
直
接
の
保
障
を
な
す
形
を
と
る
と
い
う
よ
り
高
次
元
の
立
場
に
立
つ
。
そ
こ
で
の
股
高
の
責
任
主
体
は
団

体
の
窮
極
的
な
も
の
と
し
て
の
国
家
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
寅
任
主
体
は
国
家
の
象
で
は
な
く
、
各
種
団
体
か
ら
個
人
に
い
た
る
ま
で
、

多
層
的
な
責
任
構
造
を
と
る
。
そ
し
て
そ
の
生
成
発
展
と
と
も
に
既
存
の
労
働
法
上
の
制
度
と
と
も
に
使
用
者
団
体
を
取
り
込
み
、
ま
た

は
新
た
な
使
用
者
団
体
を
創
設
し
て
社
会
保
障
法
固
有
の
機
能
な
い
し
責
任
を
負
わ
せ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
同
じ
使
用
者
団
体
で
も

両
法
で
は
微
妙
な
が
ら
、
そ
の
性
格
を
異
な
ら
し
め
る
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
。

’■、′■、

１薩
ミロノ出,ノ

こ
の
国
家
責
任
性
は
、
ベ
パ
リ
ッ
ジ
構
想
に
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
。
わ
が
国
で
は
憲
法
に
生
存
権
条
項
を
も
つ
こ
と
も
あ
り
、
わ
が
国
の
社
会



（
２
）
拙
稲
「
労
災
保
険
の
社
会
保
障
化
上
の
基
本
問
題
」
（
社
会
労
働
研
究
二
○
巻
一
号
）
一
三
四
頁
以
下
参
照
。

保
障
法
学
者
は
、
一
般
に
社
会
保
障
法
を
国
家
責
任
を
中
心
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
。
私
も
従
来
こ
れ
に
従
っ
て
き
た
。
し
か
し
生
存
権
Ⅱ
国
家

黄
任
の
糸
で
は
社
会
保
障
法
の
全
体
柵
造
は
と
う
て
い
把
握
で
き
な
い
も
の
が
あ
り
、
私
の
考
え
自
体
、
若
干
の
修
正
を
行
っ
た
。
こ
の
点
に
つ

い
て
は
本
稿
の
ほ
か
、
拙
稿
「
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
社
会
保
障
の
法
理
」
（
日
本
労
働
協
会
雑
誌
二
五
○
号
所
収
）
を
御
参
照
い
た
だ
き
た

、
ｐ

ｉ
ｖ
 

最
近
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働
立
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け
る
若
干
の
動
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